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新たな門出、飛躍を決意新たな門出、飛躍を決意
阿南市二十歳の成人式阿南市二十歳の成人式

まちづくりシンポジウムから
まちづくりが照らす未来の可能性まちづくりが照らす未来の可能性
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新
た
な
門
出
、
飛
躍
を
決
意

令
和
５
年
阿
南
市
二
十
歳
の
成
人
式

　
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
午
前
の
部
（
桑
野
・

新
野
・
橘
・
椿
・
福
井
・
那
賀
川
・
羽
ノ
浦
地
区
）
と
午
後
の
部
（
富
岡
・

中
野
島
・
宝
田
・
長
生
・
大
野
・
加
茂
谷
・
見
能
林
地
区
）
の
２
部
制
で

実
施
。
表
原
市
長
は
、「
社
会
に
出
て
、
失
敗
を
恐
れ
ず
自
分
の
思
い
を
行

動
に
変
え
て
ほ
し
い
。
信
じ
て
進
む
道
の
先
が
輝
か
し
い
光
景
で
あ
る
よ
う
祈

念
し
て
い
ま
す
」
と
激
励
。
プ
ロ
野
球
の
杉
本
裕
太
郎
選
手
か
ら
の
お
祝
い

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
に
は
、
芸
人
の
お
ば
た
の
お
兄
さ
ん
と
み
っ
と
し
ー
が
サ
プ
ラ

イ
ズ
登
場
。
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
仲
間
と
の
再

会
を
喜
び
、
写
真
を
撮
り
合
う
な
ど
旧
交
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　
　
二
十
歳
の
決
意
（
要
旨
抜
粋
）

　
私
た
ち
は
、
自

然
豊
か
な
阿
南
市

に
生
ま
れ
、
た
く

さ
ん
の
知
識
や
経

験
を
身
に
つ
け
な
が

ら
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　
夢
や
希
望
を
持
っ
て
生
き
て
い
く
中
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
日
常
は一
変
し
ま
し
た
が
、
目
の
前
に
あ

る
当
た
り
前
の
生
活
の
大
切
さ
を
改
め
て
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
人
と

の
繋
が
り
の
重
要
性
を
痛
感
し
、
人
は
お
互

い
に
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
再
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
二
十
歳
を
迎
え
た
私
た
ち
が
先
頭
に
立

ち
、
こ
の
阿
南
市
を
元
気
に
す
る
原
動
力
と

な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
た

く
さ
ん
の
方
々
か

ら
愛
情
を
受
け
な

が
ら
、
二
十
歳
と
い

う
節
目
の
年
を
迎

え
ま
し
た
。

　
新
し
い
生
活
の
中
、
苦
し
い
こ
と
や
大
変

な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ふ
と
思
い
出
す
の

は
、
自
然
い
っ
ぱ
い
で
人
の
温
か
み
溢
れ
る

地
元
で
の
思
い
出
で
す
。
私
に
と
っ
て
、
阿
南

市
で
の
生
活
は
宝
物
で
あ
り
、
心
の
支
え
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
周
り
の
人
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
日
々
努
力
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
成
人
と
し
て

の
自
覚
を
常
に
忘
れ
ず
、
責
任
あ
る
行
動
や

人
を
思
い
や
る
優
し
い
心
を
持
っ
て
精
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

仲村花望さん

丸山蒼太さん

成人式実行委員（午前の部・敬称略）
（後列左から）中林美空、小池紗夢、久保田 菫、
下野朝光（前列左から）小川恭祐、大城穂高、
篠原朱登、丸山蒼太、亀島知起

成人式実行委員（午後の部・敬称略）
（左から）尾鼻彩華、前川優希奈、仲村花望、
吉永圭吾

成人式実行委員が
作成したプログラ
ム表紙

　
１
月
８
日
、
文
化
会
館
で
「
令
和
５
年
阿
南
市
二
十
歳
の
成
人
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
該
当
者
は
、
平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
、
７
０
４

人
の
う
ち
５
５
９
人
が
出
席
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
夢
の
実
現
に
向
け
て
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
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基
調
講
演
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
専
門

家
で
あ
る
株
式
会
社
オ
ー
プ
ン
・
エ
ー
代

表
取
締
役
の
馬
場
正
尊
さ
ん
か
ら
、「
公

民
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
題
し
、

自
身
の
実
践
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
事
例
を

も
と
に
「
こ
れ
か
ら
は
行
政
主
導
で
は
な

く
、
市
民
と
企
業
が
一
緒
に
な
っ
て
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
時
代
で
あ
る
。
阿

南
駅
前
に
は
魅
力
的
な
公
共
空
間
や
道

路
、
河
川
敷
、
民
間
の
お
店
等
が
あ
る
。

空
い
た
公
共
空
間
を
魅
力
的
に
し
、
市
民

の
新
し
い
居
場
所
に
変
え
る
こ
と
が
、
阿

南
市
の
ま
ち
の
変
化
の
原
動
力
に
な
る
の

で
は
な
い
か
」と
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
を
ツ
ー
ル
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
全

国
で
手
掛
け
ら
れ
て
い
る
株
式
会
社
ひ

ら
く
代
表
取
締
役
社
長
の
染
谷
拓
郎
さ
ん

は
、「
本
×か

け
る

ま
ち
の
可
能
性
」
と
題
し
、

本
と
宿
泊
施
設
や
交
流
施
設
等
を
組
み
合

わ
せ
た
事
例
紹
介
を
い
た
だ
き
、
本
は
多

面
的
で
同
じ
も
の
で
も
い
ろ
い
ろ
な
使
い

方
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
方
が
求

め
る
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
対
し
て
、
本
が

持
つ
多
面
的
な
性
質
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
可
能
性
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
に
つ
い
て
、

次
ペ
ー
ジ
で
抜
粋
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
、

活
性
化
と
は

活
性
化
と
は

表
原
　
お
二
人
と
阿
南
駅
周
辺
を
歩
き
ま

し
た
。
ま
ち
の
印
象
は
、
ど
う
で
し
た
か
。

馬
場
　
阿
南
駅
周
辺
は
、
空
き
地
が
多
い
、

緑
が
少
な
い
、
道
路
の
走
り
方
が
複
雑
で

あ
る
と
同
時
に
川
が
美
し
い
と
い
う
印
象

で
す
。
空
い
た
公
共
空
間
が
集
中
し
て
い

て
、
い
い
感
じ
に
変
化
で
き
そ
う
な
ツ
ボ

が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と

い
い
の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

染
谷
　
ま
ち
を
歩
い
て
い
く
と
ど
ん
ど
ん

と
風
景
が
変
わ
る
の
が
非
常
に
印
象
的
で

し
た
。

表
原
　
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
や
活
性
化
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

馬
場
　
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
穏

や
か
に
持
続
可
能
で
幸
せ
な
風
景
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
を
め
ざ
す
の
が
現
実
的

で
す
。
い
い
ま
ち
の
風
景
の
イ
メ
ー
ジ
は
、

た
く
さ
ん
の
人
の
流
れ
や
建
物
よ
り
も
、
も
っ

と
穏
や
か
な
風
景
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

染
谷
　
に
ぎ
わ
い
や
活
性
化
は
、
自
治
体

な
ど
の
目
線
で
あ
り
、
ま
ち
側
の
人
に
置

き
換
え
る
と
、
穏
や
か
な
ま
ち
で
も
、
ま

ち
の
人
の
心
が
に
ぎ
わ
い
、
感
情
が
活
性

化
し
て
い
る
と
、
ま
ち
は
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

魅
力
的
な
ま
ち
を

魅
力
的
な
ま
ち
を

つ
く
つ
く
る
た
め
に

る
た
め
に

表
原
　
ま
ち
づ
く
り
は
、
わ
が
ま
ち
を
誇

ら
し
い
と
思
え
る
か
ど
う
か
が
非
常
に
重

要
な
要
素
で
す
。

馬
場
　
ま
ち
づ
く
り
に
は
た
く
さ
ん
の
人

が
関
係
し
ま
す
。
場
所
や
ま
ち
が
人
を
育

て
、
育
っ
た
人
は
そ
の
場
所
、
そ
の
ま
ち

に
愛
着
が
湧
く
か
ら
ま
た
他
者
を
連
れ
て

き
た
り
、
次
の
人
材
を
育
て
た
り
す
る
。

そ
の
循
環
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。

染
谷
　
複
合
施
設
の
場
合
、
行
政
と
民
間

の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
の
可
能
性
も
あ
り
、

そ
れ
を
誰
が
運
営
す
る
か
は
あ
ま
り
関
係

な
く
、
そ
の
場
所
が
魅
力
的
な
場
所
に

な
っ
て
い
れ
ば
い
い
。
ま
た
、
内
側
で
行

政
と
民
間
を
つ
な
ぐ
人
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
物
語
が

一
人
ひ
と
り
の
物
語
が

描
け
る
ま
ち
づ
く
り

描
け
る
ま
ち
づ
く
り

　
　
馬
場
　
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
、
ま
ち
の
当
事
者
に
な
る
と

い
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
い
か
に
ま
ち

を
変
え
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
を
楽
し
め
る
当

事
者
に
な
れ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い

ま
す
。

染
谷
　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
将
来
的
に

プ
ロ
セ
ス
や
ま
ち
の
人
の
声
、
行
政
側
の

声
も
含
め
て
１
冊
の
本
に
で
き
た
ら
最
高

だ
な
と
思
い
ま
す
。

表
原
　
こ
れ
か
ら
作
っ
て
い
く
新
し
い
場

所
が
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
新
た
な
物
語

に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

し
っ
か
り
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し

な
が
ら
や
っ
て
い
き
た
い
と
気
持
ち
を
強

く
し
て
い
ま
す
。

阿
南
市
魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り

審
議
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
阿
南
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に

位
置
付
け
た
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
セ
プ
ト

お
よ
び
基
本
方
針
等
を
踏
ま
え
、
今
年
度

は
、
市
民
会
館
解
体
跡
地
等
の
公
共
空
間

に
お
け
る
導
入
機
能
、
公
民
連
携
手
法
お

よ
び
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
な
ど

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
る
た
め
、

都
市
計
画
、
建
築
、
図
書
館
、
環
境
等
の

分
野
を
ご
専
門
と
す
る
有
識
者
等
で
構
成

す
る
「
阿
南
市
魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り
審

議
会
」
を
設
置
し
、
専
門
的
か
つ
幅
広
い

視
点
か
ら
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

☎
22
ー
１
５
９
６

広報番組をご覧ください
　シンポジウムを紹介する広報番組をケーブ
ルテレビ11ch（ケーブルテレビあなん、県南
てれび）やYouTube「阿南市公式チャンネ
ル」、市ホームページで放映しています。

　
本
市
で
は
、
令
和
４
年
３
月
、
Ｊ
Ｒ
阿
南
駅
周
辺
の

公
共
空
間
を
活
用
し
た
新
た
な
拠
点
づ
く
り
に
向
け
、

今
後
の
具
体
的
な
施
策
の
「
た
た
き
台
」
と
し
て
「
阿

南
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
方
針
を
踏
ま
え
「
阿
南
駅

周
辺
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
11
月
27
日
㈰
に
は
、
未
来
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
考
え
る
「
ま
ち
づ

く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
市
役
所
あ
な
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
開
催
し
、
２
人
の
専
門
家
に
よ
る
基
調
講
演
の
後
、

講
師
と
表
原
市
長
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

約
80
人
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

まちづくりが照らす未来の可能性まちづくりが照らす未来の可能性
まちづくりシンポジウムより

㈱オープン・エー代表取締役

馬場　正尊 さん

阿南市長

表原　立磨

㈱ひらく代表取締役社長

染谷　拓郎さん

まちづくりシンポジウム

土地利用方針図
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行政書士が写真撮影等のカード申請を無料でお手伝い！
※マイナポイントの申込みはできませんのでご了承ください。

問い合わせ　阿南市コロナワクチン予約・相談窓口（コールセンター）
　　　　　　　　　　☎22-1499　[受付時間]9:00～18:00（土、日、祝日も対応）

※音声ガイダンス中も通話料が発生します。

接種券はお手元に届きますが、
必ずしもワクチン接種を受けなければならないものではありません
　ワクチンを受ける際には、感染症予防の効果と副反応のリスクの双方について、正しい知識を持っていた

だいた上で、保護者の方の意思に基づいて接種をご判断いただきますようお願いします。保護者の方の同意

なく、接種が行われることはありません。また、周りの方に接種を強制したり、接種していない人に対して差

別的な対応をしたりすることのないようお願いします。

新型コロナワクチン

乳幼児接種・小児接種の予約受付先が変わります
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※1月16日現在の情報に基づいています。

　これまで、県設置のコールセンターおよび県ウェブサイトで予約受付を行ってい
ましたが、2月1日㈬から予約受付先が変わります。すでに接種券がお手元に届い
ている方はご注意ください。なお、乳幼児接種・小児接種は居住地にかかわらず、
県内で接種を実施している医療機関のいずれかで受けることができます。接種に
あたり、住所地外接種届の提出は不要です。

■市内で接種を行っている医療機関

医療機関名 所　在　地

対象者

乳幼児
（生後６カ月〜４歳）

小　児
（５〜11歳）

1・2回目 3回目 1・2回目 3回目

 岸医院 富岡町トノ町54番地1 〇 〇 〇 〇

 阿南いしばし医院 西路見町元村28番地1 〇 〇 〇 〇

 羽ノ浦整形外科内科病院 羽ノ浦町宮倉芝生40番地11 × × 〇 〇

予約方法
市内医療機関での接種をご希望の方は下記コールセンターまたはウェブサイトから
お申し込みください。

※市外医療機関での接種をご希望の方は、コールセンターまたは
　市ホームページで予約方法等をご確認ください。 市ホームページ

阿南市コロナワクチン
予約・相談窓口（コールセンター）

乳幼児接種用ウェブサイト 小児接種用ウェブサイト

☎22-1499
受付　9:00～18:00（土、日、祝日も対応）
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問い合わせ　市民生活課  ☎22-1116

　対象決済サービス（エフカマネー、ｄ払い、ゆめか、楽天ペイアプリ）で、国のマイナポイントをお
申込みの上、実施期間（２月28日まで）に徳島県内の対象店舗で利用（チャージorお買い物）をすると、
徳島県版プレミアムポイント第２弾（利用額の30％、最大3,000円分）を取得いただけます。

日時　月～金曜日（祝日除く）、および２月５日㈰、12日㈰　8：30～17：00
場所　阿南市役所２階　市民交流ロビー　※場所は変更となる場合があります。
  ※マイナポイントを受け取るためのマイナンバーカード申請の期限が令和５年２月末までに延長されました。

日時　　2月4日㈯、18日㈯、25日㈯、26日㈰　 8：30～17：00
場所　　市役所２階　市民交流ロビー　※場所は変更となる場合があります。
持参物　2次元コード付き個人番号カード交付申請書
　　　　申請書がない場合、本人確認書類（顔写真付き１点または顔写真なし２点）

さらに、各支所・住民センターにて出張申請サポートを下表のとおり行います！

行政書士が写真撮影等のカード申請を無料でお手伝い！
※マイナポイントの申込みはできませんのでご了承ください。

持参物　2次元コード付き個人番号カード交付申請書　
　　　　申請書がない場合、本人確認書類（顔写真付き１点または顔写真なし２点）

※本人が申請に来た上で、①顔写真付き本人確認書類を含む2点(原本かつ、有効期限内のもの)、
②通知カード、③住民基本台帳カード(お持ちの場合)を持参すると出来上がったマイナンバーカー
ドを郵送（本人限定受取郵便）でお届けすることも可能です。

2月14日㈫ 2月15日㈬ 2月16日㈭ 2月21日㈫ 2月22日㈬
 9：00～12：00 羽ノ浦 大野 長生 橘 福井
13：30～16：30 那賀川 加茂谷 新野 桑野 椿

お手伝いしますのでお気軽にお立ち寄りください

徳島県版プレミアムポイント事業第２弾の延長について

行政書士によるマイナンバーカード申請サポート（マイナンバーカード申請のみ）

マイナンバーカード申請＆マイナポイント特設窓口
                                                                                                 （予約不要！）

マイナンバーカードを持っていますか？

マイナポイントの申込み
①マイナンバーカード
②利用者証明用電子証明書の暗証番号（マイナンバーカード取得時に設定した数字4桁）
③各決済サービスが指定する「決済サービスID」および「セキュリティーコード」
④通帳またはキャッシュカード（公金受取口座登録する場合）

マイナンバーカードの申請 (無料で写真撮影)
①2次元コード付き個人番号カード交付申請書

①がない場合は、本人確認書類
　（運転免許証等の顔写真付き書類なら１点、健康保険証や年金手帳等の顔写真なし書類なら２点）

必要なもの

必要なもの

NO

YES
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問い合わせ　商工政策課　☎22ー3290

問い合わせ　教育総務課　☎22ー3299

明谷梅林まつり明谷梅林まつり開催!開催!阿南市議会
正副議長が選任されました

議長(第59代)
藤本　圭 氏
（44歳・見能林町）

副議長(第63代)
幸坂　孝則 氏
（65歳・羽ノ浦町）

　県南で最も大規模な梅の名所です。約2,000本　県南で最も大規模な梅の名所です。約2,000本
の梅の花をご覧ください。の梅の花をご覧ください。
※マスク着用にご協力ください。※マスク着用にご協力ください。
開園式開園式　２月19日㈰　10：00～　２月19日㈰　10：00～
　�もち投げ（新型コロナウイルス感染症の状況によ　�もち投げ（新型コロナウイルス感染症の状況によ
り内容が変更になる場合があります。）り内容が変更になる場合があります。）

駐車場駐車場
　梅林売店前の無料駐車場をご利用ください。　梅林売店前の無料駐車場をご利用ください。
※�※�台数に限りあり。沿道への駐車はご遠慮ください。台数に限りあり。沿道への駐車はご遠慮ください。

　令和４年阿南市議会12月定例会で正副議長、
各委員会委員などが選任されました。委員会の構
成は、市議会のホームページをご覧ください。

期間 2月19日㈰～３月21日㈷

阿南市立小・中学校の再編に係る地域住民説明会の
動画を公開しています

　阿南市教育委員会では、令和４年9月30日から11月４日までの期間、市内15地区で「阿南市立
小・中学校の再編に係る地域住民説明会」を開催しました。説明会では「阿南市立小・中学校再編
基本計画（素案）」についての説明を行いました。動画は11月２日に羽ノ浦地区で開催した説明会
の前半部分を記録したものです。ご参加できなかった皆さまもぜひ、ご覧ください。
　なお、説明会後半の質疑応答・意見交換は報告書として市ホームページに掲載し
ています。

次号３月号で、特集記事（シリーズ　教育環境の充実に向けて）を掲載する予定です。

説明会動画

主な内容
●�令和４年９月から11月に開催しました「阿南市立小・中学校の再編に係る
地域住民説明会」報告書を公表しています。

●�令和４年７月に保護者・教職員を対象に実施しました「阿南市立小・中学
校の再編・統合に係るアンケート調査」結果を公表しています。

●�令和４年６月から７月に実施しました「阿南市立小・中学校再編基本計画
（素案）」に関するパブリックコメント（意見募集）の実施結果を公表してい
ます。

市ホームページに「阿南市立小・中学校再編」に向けた
取組についての特設ページを開設しています。

特設ページ
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問い合わせ　市民生活課　☎22-1116

問い合わせ
消費生活センター
（市役所２階）
☎24-3251
FAX23-6079

相談対応時間
平日9：30～16：30
※�電話番号、FAX番号お
よび相談対応時間は変
更ありません。

　新型コロナウイルス感染症対策および市民の皆さまの利便性向上を目的に、
2月1日㈬から庁舎1階の市民生活課窓口にキャッシュレス決済に対応したセミセル
フレジを導入します。
　これにより市民生活課窓口で取り扱う住民票や印鑑証明書などの交付手数料の
お支払いに「クレジットカード」、「電子マネー」および「コード決済」でのお支払いが
可能となり、現金授受による接触機会の軽減と多様な支払方法の提供により市民サ
ービスの向上を図ります。

利用可能なキャッシュレス決済　※キャッシュレス決済の種別については、適宜変更（追加または廃止）する可能性があります。 
　クレジットカード（VISA、MasterCard、JCB）
　電子マネー（交通系ICカード、WAON、ｉＤ）
　コード決済（PayPay、d払い、auPay）
注意事項
　・クレジットカードの支払回数は一括（1回）のみです。
　・ご利用の決済種別により、支払い後のキャンセルができない場合があります。
　・電子マネーの入金（チャージ）はできません。
　・複数の支払方法の併用はできません。（例：クレジットカードと現金、電子マネーとコード決済等）
　・�キャッシュレス決済は、利用明細の発行となり、領収書の発行はできません。領収書が必要な方は、現金支
払いをお選びください。

市民生活課窓口に「セミセルフレジ」と
「キャッシュレス決済」を導入します

阿南市消費生活センター移転のお知らせ
　消費者行政の充実と関係
部局等との連携強化を図る
ため、消費生活センターを
２月１日㈬から市役所２階に
移転し、業務を開始します。
　現在の社会福祉会館３階
での業務は1月31日㈫をも
って終了します。
　お越しの際は、お間違え
のないようお願いします。
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スマホやパソコンでご自宅から申告する方

阿南税務署から確定申告に関するお知らせ

※申告書はできるだけご自分で作成していただき、お早めに提出してください。
問い合わせ　阿南税務署　☎22ー0414

確定申告・納税の期限

チャットボットをご利用ください。
ご質問を入力いただければ、AI
を活用した「税務職員ふたば」
がお答えします。

e-Tax・作成コーナーヘルプデスク
（全国一律市内通話料金）
☎0570-01-5901
受付時間は時期により延長する場合がありますので、詳しくはe-Taxホームページでご確認ください。
上記の電話番号がご利用できない場合は03-5638-5171をご利用ください。

受付時間：3月15日までの
月曜日〜金曜日（祝日を除く）	 9：00〜20：00
2月19日、26日、3月5日および12日	9：00〜20：00	

お問い合わせ先のご案内　内容によってお問い合わせ先が異なります。電話番号をよくお確かめの上、おかけ間違いのないようにお願いします。

◎令和4年分の確定申告・納税の期限は

所得税および復興特別所得税 ３月15日㈬
個人事業者の消費税および地方消費税 ３月31日㈮
贈与税 ３月15日㈬
◎振替納税を利用されている方の振替日は
　※あらかじめ指定された預貯金口座の残高の確認をお願いします。

所得税および復興特別所得税の振替日 ４月24日㈪
個人事業者の消費税および地方消費税の振替日 ４月27日㈭

確定申告書の
作成はコチラ

確定申告
振替納税をご利用ください!
「預貯金口座振替依頼書兼
納付書送付依頼書」の用紙
は国税庁ホームページから
ダウンロードできます。

確定申告会場へ来場される方
場　　所　阿南税務署３階　大会議室（富岡町滝の下４番地４）　
設置期間　２月16日㈭～３月15日㈬（土、日、祝日は除く）
受付時間　8：30～16：00（相談開始は9：00～）

入場整理券の配付方法には、２通りあります。
　①オンラインで事前発行（来場を希望される日の２営業日前までに発行してください。）
　　LINEアプリで国税庁公式アカウントを友だち追加してください。
　②確定申告会場で当日配付
　　入場整理券の配付状況に応じて、後日の来場をお願いする場合がありますので、ご了承ください。
　　配付状況は国税庁ホームページから確認できます。

　①源泉徴収票などの申告書作成に必要な書類
　②マイナンバーカード等の本人確認書類

入場整理券が必要です

来場の際は、次の書類を必ずお持ちください

確定申告会場の混雑緩和のため、確定申告会場への入場には、「入場整理券」が必要です。

LINE
友だち追加は
こちらから!

マイナンバーの記載は、申告書を
提出する際、毎回必要になります。

　所得税の確定申告のご相談は　操作方法など作成コーナーに関するご質問は

確定申告は自宅で便利なe-Taxで!
①自宅等からネット（スマートフォン・パソコン）で申告
税務署に行かなくても、国税庁ホームページの「確定申告等作成コーナー」で
申告書を作成し、自宅等からネットで提出（送信）できます。

③還付がスピーディー
e-Taxで申告された還付申告は3週間程度で処理しています。
※�自宅等からe-Taxで1月・2月に申告した場合は、2〜3週間程度で処理しています。

②24時間いつでも利用可能
メンテナンス時間を除き、
いつでも利用可能です。

④添付書類を提出省略
生命保険料控除の証明書等の添付書類は
提出不要です（自宅で保管）。
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問い合わせ　税務課納税係　☎22-1792 問い合わせ　保険年金課　☎22-1118

軽自動車税納付確認システム
（軽JNKS）で、継続検査窓口での

納税証明書の提示が原則不要になります

※�以下の場合は、納税証明書の提示が必要となる場合
があります。

・�納付したばかりのため、軽JNKSに納付情報が登録さ
れていない場合
・�中古車の購入直後の場合 　
・�他の市区町村へ引っ越した直後の場合
・�対象車両に過去の未納がある場合 
　納付情報が軽JNKSに登録されるまで相応の日数を要
する場合があります。車検の日程が迫っている場合など
お急ぎの際は、早めの納税をお願いします。

ご注意ください　二輪の小型自動車（排気量250cc超の二輪車）については、従来
どおり納税証明書の提示が必要です。

　皆さんは、国民年金について考えたことが
ありますか。「年金なんてまだ関係ない」と思
っていませんか。
　国民年金は、老後の生活保障だけでなく、
万が一、病気やけがで障がいが残ったとき
や、一家の働き手が亡くなったときなど、あ
なたやあなたの家族を守ってくれます。
　20歳になった方には、日本年金機構から
国民年金に加入したことをお知らせする書類
が届きます。加入手続きは不要ですので、毎
月の保険料をお納めください。ただし、保険
料を納めることが難しいときは、学生納付特
例制度（学生のみ）や納付猶予制度などがあ
りますので手続きが必要です。

20歳になったら「国民年金」

　本市では令和５年度課税から、固定資産税・軽自動車税（種別割）が地方税共通納
税システム（eLTAX(エルタックス)）を通し、ご自宅のパソコン等、クレジットカード、
スマートフォンアプリ決済などでも電子納付することが可能になります。

　令和５年度課税から固定資産税、軽自動車税（種別割）の当初通知書各期別に地
方税統一2次元コード等が印字されます。（※１）それを地方税共通納税システム
（eLTAX(エルタックス)）を用い、アプリ決済は手数料無料、また、当初通知書裏面
に記載された金融機関以外でも振込手数料無料で市税の納付ができるようになり
ます。（※２）
※１　過年度納付書には地方税統一2次元コードは印字されていません。
※２　クレジットカードは手数料がかかります。

利用方法や手続きなど詳細は、eLTAX（地方税ポータルシステム）のホームページをご覧ください。
ご不明な点は、eLTAXヘルプデスクまでご連絡ください。

eLTAX 地方税ポータルサイト　https：//www.eltax.lta.go.jp

eLTAXヘルプデスク　☎0570-08-1459
※受付時間　月～金曜日9：00～17：00（土、日、祝日、12月29日～1月3日は除く）

令和５年度課税の市税に納付方法が新しく追加されます

問い合わせ　税務課納税係　☎22-1792
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問い合わせ　危機管理課　☎22-9191

　Ｊアラートを利用した全国一斉情報伝達訓練が、
上記の日程で実施されます。
　本市では、これに併せて、防災行政無線とケーブ
ルテレビの自主放送チャンネルでの訓練放送およ
び、登録制メールや市公式 LINE による試験配信を
行います。ご家庭等において、災害が起こった時の
行動を再確認しましょう。
※�気象の状況等によ
って中止することが
あります。

全国瞬時警報システム（Ｊアラート）
全国一斉情報伝達訓練を

実施します

�　

問い合わせ
市民生活課　市民活動支援室　☎24-8061

　一般財団法人自治総合センターでは、宝くじの社　一般財団法人自治総合センターでは、宝くじの社
会貢献広報事業として宝くじの受託事業収入を財会貢献広報事業として宝くじの受託事業収入を財
源としたコミュニティ助成事業を実施しています。源としたコミュニティ助成事業を実施しています。
　令和４年度、この助成金を受けて、江野島協議会　令和４年度、この助成金を受けて、江野島協議会
がコミュニティセンターの建設を行いました。今後がコミュニティセンターの建設を行いました。今後
も、地域に根差したコミュニティ活動の活性化が期も、地域に根差したコミュニティ活動の活性化が期
待されます。待されます。

令和４年度
コミュニティ助成事業を
活用しました

日時 ２月15日㈬ 11：00頃

支給対象
　�児童手当は中学校修了前（15歳の誕生日後の最初の
3月31日まで）の児童を養育している方に手当を支給
する制度です。なお、公務員（独立行政法人等は除く）
は勤務先に申請してください。

支給額（児童1人当たり月額）
　▶3歳未満は一律15,000円
　▶3歳以上小学校修了前（第1・2子）は10,000円
　　（第3子以降）は15,000円
　▶中学生は一律10,000円
　※�所得制限限度額以上で所得上限限度額未満の方
は、特例給付として一律5,000円

　※�所得額が所得上限限度額を超える場合、特例給付
は支給されません。（令和４年６月分以降）

　※�所得制限限度額・所得上限限度額については、市
ホームページをご覧いただくか、お問い合わせくだ
さい。

支給時期　
　�原則、申請した月の翌月分から、毎年6月15日、10月
15日、2月15日にそれぞれの前月分までの手当を支
給します。

申請手続　
　�出生日や住所を変更した日（住民基本台帳法上の転
出予定日）の翌日から15日以内に申請が必要です。
申請が遅れると、遅れた月分の手当を受けられなくな
りますのでご注意ください。
　�受給者や配偶者、児童が他市町村に転出したとき、受
給者や配偶者、児童の氏名が変わったとき、一緒に児
童を養育する配偶者を有するに至ったとき、または配
偶者がいなくなったとき、受給者の加入する年金の種
別が変わったとき等は届出が必要です。

　※�児童手当の手続きは、支所・住民センターでもでき
ます。

児童手当制度のご案内

問い合わせ　こども相談室　☎22-1677
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問
い
合
わ
せ　
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

�

☎
22
ー
３
０
９
４

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て

の
想
い

医
療
法
人
翠
松
会
　
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
岩
城
ク
リ
ニ
ッ
ク
　

管
理
者
　
主
任
介
護
支
援
専
門
員
　

�

仁
木
　
康
統 

さ
ん

　
２
０
０
０
年
に
介
護
保
険
制
度
が
施

行
さ
れ
、新
た
な
高
齢
者
福
祉
の
幕
開

け
と
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
介
護
保
険
制
度
開
始
時
期
に
高

齢
者
福
祉
の
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
と
な

り
、介
護
老
人
保
健
施
設
や
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
介

護
職
員
の
経
験
を
経
て
介
護
支
援
専
門

員
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

っ
て
何
の
仕
事
を
す
る
の
？
と
思
わ
れ
る

方
も
多
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
当
時
、自
分
自
身
も「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
調
整
を
す
る

も
の
で
あ
る
。
利
用
者
様
の
心
身
機
能

が
維
持
で
き
る
よ
う
に
す
る
。」な
ど
の

考
え
で
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　
そ
の
後
、多
く
の
方
を
ご
支
援
さ
せ
て

い
た
だ
き
、１
人
ひ
と
り
と
の
関
わ
り
を

深
め
て
い
く
中
、人
生
に
対
す
る
考
え
や

想
い
を
理
解
す
る
大
切
さ
に
気
付
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
仕
事
の
１
つ
に
ア

セ
ス
メ
ン
ト（
対
象
者
の
方
の
心
身
等
の

状
態
把
握
や
生
活
歴
な
ど
の
把
握
や
評

価
す
る
）が
あ
り
ま
す
。

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
な
っ
て
間
も
な
い

頃
、「
末
期
が
ん
で
あ
る
。こ
の
家
で
最
期

を
迎
え
た
い
。」と
の
相
談
が
あ
り
ま
し

た
。

　
私
は
、病
状
や
家
族
の
介
護
負
担
軽

減
に
着
目
を
し
て
サ
ー
ビ
ス（
往
診
医
や

訪
問
看
護
、訪
問
介
護
、訪
問
入
浴
、福

祉
用
具
な
ど
）を
調
整
し
ま
し
た
。

　
ご
本
人
の
ご
希
望
通
り
に
自
宅
で
最

期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、何

か
心
に
引
っ
か
か
り
を
覚
え
ま
し
た
。

　
私
は
そ
の
方
の
人
生
と
い
う
も
の
を
深

く
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、生

活
歴
を
確
認
す
る
が
、仕
事
や
家
庭
に

対
す
る
想
い
、趣
味
や
人
柄
を
理
解
し
よ

う
と
し
て
い
た
の
か
、と
自
問
自
答
を
行

い
ま
し
た
。

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
介
護
が
必
要
と
な

っ
た
時
に
初
め
て
相
談
を
受
け
ま
す
。
な

ぜ
、介
護
が
必
要
と
な
っ
た
の
か
、そ
れ

以
前
は
ど
の
よ
う
な
生
活
を
さ
れ
今
日

に
至
っ
た
の
か
、生
活
環
境
の
分
岐
点
と

な
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
開
始
は
重
要

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
る
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。

　
現
在
、介
護
保
険
認
定
を
申
請
し
て

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
と
い
っ
た
利

用
が
日
常
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
一

度
、こ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
介
護
保
険
制
度
の
理
念
に「
利
用
者

の
尊
厳
の
維
持
や
自
立
し
た
生
活
を
送

れ
る
こ
と
。
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ

う
に
予
防
に
努
め
る
。
ま
た
、要
介
護
状

態
と
な
っ
た
場
合
も
能
力
の
維
持
や
向

上
に
努
め
る
。」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
理
念
を
振
り
返
る
と
、今
で
は
介
護

保
険
制
度
の
新
規
申
請
時
期
、ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
が
関
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
こ
れ
か

ら
の
生
活
を
考
え
る
の
に
と
て
も
重
要
な

こ
と
で
あ
る
と
私
は
捉
え
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
の
生
活
歴
を
振
り
返
り
、歩
ん

で
き
た
今
日
、そ
の
中
で
介
護
が
必
要
な

現
状
に
介
護
保
険
制
度
の
理
念
を
含

め
、ま
ず
は
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
利
用
者

様
、ご
家
族
等
と
共
に
考
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
ま
す
。

　
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
し
て
利
用
者
様
の
身

体
状
態
等
を
確
認
す
る
こ
と
も
重
要
で

あ
り
ま
す
が
、そ
の
人
の「
暮
ら
し
」に
焦

点
を
当
て
て
１
人
ひ
と
り
へ
の
想
い
を
く

み
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
、介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も「
尊
厳
の

維
持
や
自
己
決
定
」を
持
続
す
る
こ
と
に

も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
考
え
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て

大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
①

支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
方
や
ご
家
族
と

共
に
歩
む
こ
と
。
②
そ
の
方
の
人
生
を

理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
。
③
将
来
的
な

見
通
し
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
こ
と
。
④
医

療
や
介
護
、地
域
資
源
を
含
め
て
総
合

的
に
支
援
が
で
き
る
こ
と
。
⑤
柔
軟
か
つ

迅
速
・
適
切
な
対
応
が
で
き
る
こ
と
の
５

つ
の
視
点
で
あ
り
ま
す
。

　
今
ま
で
高
齢
者
福
祉
に
携
わ
っ
た
経

験
を
生
か
し
、１
人
で
も
多
く
の
方
が
自

分
の
生
活
を
満
足
で
き
る
よ
う
に
支
援

を
行
い
、今
後
は「
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
」そ
の
こ
と
を
共
に
考
え
、介
護
状
態

を
改
善
す
る
こ
と
や
介
護
を
受
け
入
れ

る
こ
と
、利
用
者
様
の
自
立
し
た
生
活
が

で
き
る
よ
う
に
支
え
る
こ
と
に
尽
力
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
職

域
は「
暮
ら
し
」を
軸
に
考
え
る
と
防
災

対
策（
津
波
や
洪
水
）や
家
族
介
護（
高

齢
者
世
帯
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど
）な
ど

多
岐
に
渡
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
行
政
・
高
齢
者
お
世
話
セ
ン
タ
ー
、医

療
・
介
護
・
障
害
サ
ー
ビ
ス
関
係
者
と
の

連
携
を
始
め
、地
域
の
民
生
委
員
や
自

主
防
災
会
な
ど
、１
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
チ
ー
ム
づ
く
り
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
と
い
う
視
点
も
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
研
さ
ん
を
重
ね
、よ
り
よ

い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
提
供
で
き
る
よ

う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
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阿
南
市
消
防
団
は
、
地
域
に
お
け

る
消
防
防
災
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

地
域
貢
献
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で

幅
広
く
活
動
し
て
お
り
、
災
害
時
の

消
防
活
動
や
平
常
時
の
訓
練
、
点
検

を
精
一
杯
行
っ
て
お
り
、
地
域
の
多

く
の
方
に
頼
り
に
さ
れ
る
存
在
で

す
。（
１
月
１
日
現
在
の
消
防
団
員

数
は
１
３
４
５
人
）

　
１
月
15
日
、
文
化
会
館
に
て
消
防

出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
班
長

以
上
の
消
防
団
員
と
職
員
、
被
表
彰

者
、
来
賓
等
総
勢
約
１
８
０
人
が
参

加
し
、
市
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る

決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
功
績

を
残
さ
れ
た
方
々
に
、
表
彰
状
と
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
を

ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　

 ���（
敬
称
略
）

団
）
▼
武
田
　
築
・
田
中
　
樹
・
武

田
健
斗
・
森
　
千
秋
（
以
上
宝
田
分

団
）
▼
前
川
淳
史
・
藤
本
嘉
仁
・
渡

部
真
也
・
里
和
弘
太
郎
・
岩
佐
拓

真
・
中
村
幸
司
（
以
上
長
生
分
団
）

▼
阿
部
晴
彦
・
堺
　
透
・
廣
瀬
諭

志
・
尾
花
栄
治
・
江
口
徹
英
（
以
上

大
野
分
団
）
▼
國
貞
健
司
・
森
野
匡

也
・
森
野
貴
喜
・
石
本
竜
也
・
関
　

澄
人
・
谷
岡
孝
浩
（
以
上
加
茂
谷
分

団
）
▼
上
田
　
哲
・
鈴
木
雄
大
・
吉

岡
直
人
・
森
本
将
史
・
八
木
哲
也

（
以
上
見
能
林
分
団
）
▼
加
藤
貴

之
・
程
野
健
次
・
髙
島
翔
太
（
以
上

橘
分
団
）
▼
田
中
祐
作
・
鈴
江
政

普
・
𠮷
原
裕
二
・
横
田
竜
二
・
陶
久

睦
弘
・
小
川
光
敏
（
以
上
桑
野
分

団
）
▼
笹
田
清
美
・
高
場
信
次
・
仁

尾
健
三
・
島
村
達
也
・
常
盤
基
次
・

久
米
可
奈
子
（
以
上
新
野
分
団
）
▼

森
　
日
出
麿
（
福
井
分
団
）
▼
山
下

智
広
・
野
賀
田
耕
一
（
以
上
椿
分

団
）
▼
藤
井
裕
久
・
川
田
任
彦
・
上

原
　
雄
・
平
田
　
稔
・
樋
口
陽
一
・

村
上
智
章
（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼

鎌
田
正
也
・
田
中
将
一
・
柿
𠩤
慎

哉
・
古
村
伊
武
紀
・
磯
田
正
紀
（
以

上
羽
ノ
浦
分
団
）

 

徳
島
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

【
内
助
功
績
】

▼
森
口
照
美
・
西
條
敬
子
（
以
上
宝

田
分
団
）
▼
淺
野
和
子
・
若
江
淳
子

（
以
上
長
生
分
団
）▼
阿
部
香
織（
大

野
分
団
）
▼
久
保
佳
子
・
久
保
陽

子
・
谷
　
郁
美
・
長
池
美
香
（
以
上

加
茂
谷
分
団
）
▼
谷
口
由
美
子
（
新

野
分
団
）
▼
福
本
　
節
（
那
賀
川
分

団
）
▼
岩
﨑
恭
子
・
布
川
裕
子
・
稲

垣
恵
実
子
（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

 

阿
南
市
長
感
謝
状

【
内
助
功
績
】

▼
堺
　
久
子
（
大
野
分
団
）
▼
浅
川

絹
代
・
乾
　
充
代
・
片
山
　
泉
（
以

上
加
茂
谷
分
団
）
▼
田
村
百
代
・
岩

田
博
子
（
以
上
桑
野
分
団
）
▼
中
川

教
子
・
米
田
真
理
（
以
上
新
野
分

団
）
▼
野
村
美
恵
（
福
井
分
団
）
▼

井
村
紀
香
・
藤
目
正
子
・
中
田
タ
ツ

ミ
・
角
元
ゆ
か
り
・
西
内
亜
希
・
武

田
ひ
ろ
み
・
廣
田
光
美
（
以
上
椿
分

団
）
▼
山
田
史
子
・
笹
岡
奈
美
・
村

上
千
代
（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
七

條
美
果
・
多
田
貴
美
子
・
井
出
京
子

（
以
上
羽
ノ
浦
分
団
）

 

阿
南
警
察
署
長
感
謝
状

【
防
犯
功
労
】

▼
加
茂
谷
分
団
▼
見
能
林
分
団

 

阿
南
市
消
防
団
長
感
謝
状

【
年
間
無
火
災
】

▼
大
野
分
団

問い合わせ　消防本部警防課　☎22ー3796

消防団員募集中！
『あなたの力が阿南市
　　消防団には必要です！』

入団条件
●阿南市に居住し、または勤務する者
●年齢は18歳以上50歳以下であること
●�志操堅固、身体強健、品行方正であって団員たるに足る
と認められる者

　市内各地に14分団、69班を設置し、「自分たちのまちは
自分たちで守る」という使命感で地域住民の生命、身体お
よび財産を守るため日々活躍し、また、地域コミュニティ
の維持、振興にも大きな役割
を果たしています。ぜひ入団
いただき、防災体制の充実・
強化にご協力ください。

令和５年令和５年  消防出初式消防出初式

 

徳
島
県
知
事
表
彰

▼
遠
藤
仁
志
・
林
　
利
之
（
以
上
富

岡
分
団
）
▼
荒
木
大
輔
（
中
野
島
分

団
）
▼
泉
　
和
博
（
宝
田
分
団
）
▼

小
倉
　
誠
（
長
生
分
団
）
▼
　
山
英

信
・
佐
々
和
美
（
以
上
加
茂
谷
分

団
）
▼
吉
谷
智
雄
・
滝
口
浩
二
（
以

上
見
能
林
分
団
）
▼
中
西
　
睦
（
橘

分
団
）
▼
田
中
勇
作
（
桑
野
分
団
）

▼
中
村
正
彰
・
米
田
康
弘
（
以
上
新

野
分
団
）
▼
清
水
光
夫
（
福
井
分

団
）
▼
藤
目
清
司
・
江
上
正
城
（
以

上
椿
分
団
）
▼
坪
井
威
程
・
中
村
　

均
（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼
後
藤
健

司
・
稲
垣
　
浩
（
以
上
羽
ノ
浦
分

団
）
▼
小
杉
孝
志
・
六
浦
勝
弘
（
以

上
消
防
本
部
）

 

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
章
】

▼
橋
本
考
史
（
富
岡
分
団
）
▼
山
本

久
和
（
中
野
島
分
団
）
▼
富
田
卓
実

（
長
生
分
団
）
▼
尾
崎
秀
樹
（
大
野

分
団
）
▼
佐
竹
信
夫
（
加
茂
谷
分

団
）
▼
山
崎
　
一
（
見
能
林
分
団
）

▼
蟻
馬
幸
治
（
椿
分
団
）
▼
山
田
浩

司
（
那
賀
川
分
団
）
▼
平
　
圭
介

（
羽
ノ
浦
分
団
）

【
精
績
章
】

▼
品
川
佳
史
・
林
　
博
文
（
以
上
富

岡
分
団
）
▼
笠
井
貴
博
（
中
野
島
分

団
）
▼
武
市
篤
浩
（
宝
田
分
団
）
▼

清
﨑
達
史
（
長
生
分
団
）
▼
山
端
恵

介
・
上
原
善
彦
（
以
上
大
野
分
団
）

▼
山
本
健
司
・
稲
生
哲
也
（
以
上
加

茂
谷
分
団
）
▼
滝
口
浩
二
（
見
能
林

分
団
）
▼
田
村
義
和
（
桑
野
分
団
）

▼
前
川
和
正
・
一
宇
保
宏
（
以
上
新

野
分
団
）
▼
阿
部
真
一
・
三
好
克
治

（
以
上
福
井
分
団
）▼
井
村
吉
臣（
椿

分
団
）
▼
竹
原
　
匡
（
那
賀
川
分

団
）
▼
谷
内
浩
治
（
羽
ノ
浦
分
団
）

 

阿
南
市
消
防
長
表
彰

▼
木
村
光
代
（
女
性
消
防
班
）
▼
林

　
学
・
　
岡
俊
博
・
谷
口
　
努
・
髙

原
裕
司
・
高
原
勇
人
・
松
浦
　
弘

（
以
上
富
岡
分
団
）▼
前
川
和
彦（
中

野
島
分
団
）
▼
尾
田
康
明
・
日
浦
　

健
・
岸
本
　
英
（
以
上
宝
田
分
団
）

▼
橋
本
勝
也
・
村
崎
健
志
（
以
上
長

生
分
団
）
▼
服
部
　
稔
・
古
森
健

太
・
中
道
将
輝
・
内
原
　
純
・
岡
田

裕
行
（
以
上
大
野
分
団
）
▼
松
崎
敏

宏
・
湯
浅
拓
己
・
和
田
重
尚
・
湯
浅

哲
郎
（
以
上
加
茂
谷
分
団
）
▼
武
市

明
人
・
高
原
康
一
（
以
上
見
能
林
分

団
）
▼
松
下
幸
二
・
岩
田
光
治
・
池

添
　
智
（
以
上
橘
分
団
）
▼
野
々
宮

宏
樹
・
西
川
達
也
・
鶴
羽
貴
志
（
以

上
新
野
分
団
）
▼
井
村
正
巳
・
小
川

達
也
・
井
村
純
也
・
太
居
英
征
・
今

本
政
幸
・
神
野
将
央
・
斎
藤
健
太

（
以
上
椿
分
団
）
▼
杉
原
由
宣
・
望

月
宣
義
・
川
又
直
也
・
大
喜
正
彦
・

河
野
則
義
（
以
上
那
賀
川
分
団
）
▼

向
井
公
紀
・
丈
池
雄
輔
（
以
上
羽
ノ

浦
分
団
）

 

阿
南
市
消
防
団
長
表
彰

【
精
績
章
】

▼
山
内
慎
二
・
金
徳
　
秀
・
撫
養
祐

次
郎
・
吉
本
典
礼
（
以
上
富
岡
分

片
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問い合わせ　文化会館　☎21ー0808

問い合わせ　阿南市文化協会　☎070ー3794ー2453

問い合わせ　情報文化センター　☎44ー5000

日時　2月18日㈯　13：30開演
場所　ひまわり会館2階　ふれあいホール
演題　最古の四国遍路道を活かす
　　　〜歴史的遺産の魅力を発信して地域活性化から〜
講師　加茂谷へんろ道の会代表　横井知昭さん
※入場無料、申込不要

今年もスペシャルゲストとして、甲斐靖文さん（作曲編
曲家、明治大学マンドリン倶楽部音楽監督）をお迎えし
ます。明治大学マンドリン倶楽部の迫力とレパートリー
の広さ、羽ノ浦中学校マンドリン部とのコラボもぜひ
お楽しみください。
日時　3月7日㈫　18：30～（開場18：00）
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　�一般 2,500円、高校生以下1,000円（当日

500円増し）
※全席自由席
チケット取扱場所
　　　�情報文化センター、文化会館、徳島新聞社事業

部（各販売店でも取り次ぎ）、平惣（徳島店、田
宮店、小松島店、羽ノ浦店、阿南センター店）

県内外で活躍する流派の違う箏・三絃奏者と、尺八奏
者による協演。宮城道雄の名作「さらし風手事」を現
代バージョンにして幕開けします。ぜひお楽しみくだ
さい。
日時　3月26日㈰　14：00～（開場13：30）
場所　コスモホール（情報文化センター）
入場料　前売り　一般　2,000円、
　　　　　　　  大学生以下　1,000円　
　　　　※当日500円増し　※全席自由席　　　　
チケット販売場所
　　　�情報文化センター、文化会館、徳島新聞社事業

部（各販売店でも取り次ぎ）、平惣（徳島店、田
宮店、小松島店、羽ノ浦店、阿南センター店）

明治大学マンドリン倶楽部演奏会

　加藤登紀子CONCERT2023
果てなき大地の上に

邦楽への招待「和の音 五色の舞！」

阿南市文化協会　文化講演会

問い合わせ　情報文化センター　☎44ー5000

反戦歌「花はどこへ行った」、
平和を願う「百万本のバラ」
の他、愛のメッセージソング
がたっぷり聴ける加藤登紀
子コンサートをぜひお楽しみ
ください。
日時　3月11日㈯
　　　15：30～
　　　(開場15：00)
場所　夢ホール(文化会館)
出演　加藤登紀子
曲目（予定）　花はどこへ行った、百万本のバラほか
入場料　S席6,000円 （当日500円増し）
※A席は完売しました。
※�全席指定席。未就学児の入場はご遠慮ください。
※�前売り券が完売した場合、当日券の販売はしません。
チケット取扱場所
　　　�文化会館、情報文化センター、徳島新聞社事業

部（各販売店でも取り次ぎ）、平惣（徳島店、田
宮店、小松島店、羽ノ浦店、阿南センター店）

内田道子

山上朋代 高橋侶山

藤本　玲 室　志津代
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阿
南
へ
移
住
し
て
き
て
も
う

少
し
で
１
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
新
し
い
環
境
で
生
活

し
て
い
る
中
で
、「
新
た
な
発

見
」
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

　
私
は
京
都
で
生
ま
れ
育
ち
、

大
学
卒
業

後
、
東
京
の
会

社
に
就
職
。

東
京
で
は
、
毎

日
満
員
電
車

に
も
ま
れ
る

都
会
の
典
型

的
な
会
社
員

を
が
ん
ば
り
つ
つ
、
自
分
の
趣

味
の
海
や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を

時
々
楽
し
ん
で
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で

仕
事
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
ま
ま

な
ら
な
く
な
り
、
東
京
生
活
に

不
自
由
さ
を
感
じ
、
妻
と
阿
南

へ
の
移
住
を
決
意
。
京
都
出

身
と
は
い
え
、
田
ん
ぼ
に
囲
ま

れ
た
家
で
生
ま
れ
た
私
に
と
っ

て
阿
南
は
ど
こ
か
親
し
み
を
感 581

じ
る
魅
力
的
な
町
で
し
た
。
当

時
は
、
友
人
や
会
社
の
上
司
か

ら
地
方
で
の
仕
事
や
環
境
、
ご

近
所
付
き
合
い
に
つ
い
て
こ
れ

で
も
か
と
い
う
ほ
ど
心
配
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に
来

て
み
る
と
そ
ん
な
心
配
は
必
要

な
く
、
全
て
が
な
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
は
林
業
の
会
社

に
勤
め
、
今
ま
で
関
心
す
ら
な

か
っ
た
「
山
」
に
携
わ
っ
て
い

ま
す
。
休
日
は
近
く
の
海
で
遊

ん
だ
り
、
四
国
の
各
所
を
巡
っ

た
り
、
ま
た

ご
近
所
さ

ん
に
も
恵
ま

れ
、
保
護
犬

と
３
人
で
幸

せ
に
暮
ら
し

て
い
ま
す
。

　
新
し
い
環

境
、
未
知
の
仕
事
に
挑
戦
し
た

こ
と
で
生
活
が
が
ら
り
と
変
わ

り
、
日
々
新
た
な
発
見
・
経

験
・
驚
き
ば
か
り
で
と
て
も
刺

激
的
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ら

な
る
発
見
の
た
め
、
新
し
い
こ

と
へ
の
挑
戦
を
続
け
た
い
で
す
。

　
次
は
、
那
賀
川
町
の
住
友
正

伯
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

新
た
な
発
見

羽ノ浦町
永島　侑志さん

� �　

問い合わせ　環境管理課クリーンピュア　☎21-5374 問い合わせ　人権・男女共同参画課　☎22-3094

クリーンピュア事務員

業 務 内 容
クリーンピュアにおける来客対応・電
話対応、書類作成補助、会議・行事
の準備補助、課内の庶務補助等

応 募 資 格 パソコンの基本操作ができる方

採用予定人数 業務の必要に応じて採用します。
（令和4年実績：1人）

勤 務 時 間
8：30～16：30（７時間）
月、水、金曜日の週３日勤務（休日を
除く。）

給 与 等
日額6,671円～7,092 円（期末手
当有）※その他の条件は、お問い合
わせください。

申 込 方 法
市販の履歴書（自筆・写真貼付）に必
要事項を記入し、クリーンピュアに
提出してください。

申 込 期 間 2月1日㈬～10日㈮
※土、日曜日は除く

試 験 内 容 面接試験
試 験 日 2月17日㈮
試 験 場 所 クリーンピュア（熊谷町定方44番地）

●第６回阿南市人権教育・啓発市民講座
　日時　２月19日㈰
　　　　14：00〜15：30
　　　　外国人による日本語スピーチ（市民講座）
　　　　15：30～16：15
　　　　�国際交流協会による審査･表彰･講評（自

由参加）
　場所　文化会館2階　研修室
　内容　外国人による日本語スピーチ
　※�13：50から10分間程度、手話講座を行ってい
ます。

　※託児室の開設はありません。
　※マスク着用でご参加ください。
　※�新型コロナウイルス感染状況により、中止とな
る場合があります。中止となった場合は市ホー
ムページ等でお知らせします。

●「刑を終えて出所した人」パネル展示
　～保護司の活動報告～
　�保護司に関する展示と関連図書の紹介を行いま
すので、ぜひご覧ください。
　日時　２月2日㈭～27日㈪
　場所　市役所２階
　　　　市民交流ロビー

令和5年4月採用予定
会計年度任用職員を募集します

人権教育・啓発
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あ
な
ん
文
化
紀
行
は
偶
数
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。復元公方館模型復元公方館模型

棲龍閣詩集棲龍閣詩集 義根の漢詩碑（竹治氏監修）義根の漢詩碑（竹治氏監修）

　

那
賀
川
町
古
津
に
資
料
館
を
訪
ね

た
。
そ
こ
に
第
九
代
、
す
な
わ
ち
最
後
の

公
方
、
義
根
の
詩
碑
が
あ
る
。
初
代
が
室

町
時
代
末
期
に
居
を
構
え
て
か
ら
２
７
０

年
間
、
こ
の
僻へ

き

陬す
う
の
地
に
京
を
移
し
た
よ

う
な
一
画
が
厳
然
と
し
て
存
在
し
た
。
そ

の
最
後
の
華
や
ぎ
を
後
世
に
伝
え
る
碑
で

あ
る
。
詩
は
五
言
律
詩
。
義
根
公
の
詩

集
「
棲
龍
閣
詩
集
」
全
５
巻
、
２
１
９
首

中
の
代
表
作
と
さ
れ
て
い
る
。
格
調
高

雅
、
平
明
に
し
て
要
を
得
る
。
揮き

毫ご
う
は
羽

ノ
浦
町
古
毛
出
身
の
文
学
博
士
・
竹
治

貞
夫
先
生
で
あ
る
。
そ
の
詩
を
こ
こ
に
引

き
ま
す
。

　

上
巳
前
一
日
諸
子
集
棲
龍
閣　

探
韻

　
　

�（
上じ
ょ
う

巳し

の
前ま
え

一い
ち

日じ
つ

、
諸し
ょ

子し

棲せ
い

龍り
ゅ
う

閣か
く

に

集あ
つ

ま
る
。
韻い
ん

を
探さ
ぐ

る
）

あ
な
ん文

化
紀
行

阿
南
市
立
阿
波
公
方
・
民
俗
資
料
館
に

第
九
代
公
方
、足
利
義
根
の

詩
碑
を
訪
ね
て

�

阿
南
漢
詩
研
究
会
代
表　

田
中
　
　
公

第15回

紅
桃
花
發
日　
　

紅こ
う

桃と
う  

花は
な

発ひ
ら

く
日ひ

、

諸
友
弄
風
烟　
　

諸し
ょ

友ゆ
う  

風ふ
う

烟え
ん

を
弄ろ
う

す
。

寒
謝
祈
農
後　
　

寒か
ん
は
謝し
ゃ
す  

祈き

農の
う
の
後の
ち
、

會
催
修
禊
前　
　

会か
い
は
催も
よ
お

す  

修し
ゅ
う

禊け
い
の
前ま
え

。

小
園
聊
養
拙　
　

小し
ょ
う

園え
ん  

聊い
さ
さ

か
拙せ
つ
を
養や
し
な

い
、

一
閣
此
延
賢　
　

一い
っ

閣か
く  

此こ
こ
に
賢け
ん
を
延ひ

く
。

詞
筆
平
生
好　
　

詞し

筆ひ
つ  

平へ
い

生ぜ
い

の
好よ
し
み

、

含
杯
卜
夜
筵　
　

�

杯は
い

を
含ふ
く

ん
で  

夜や

筵え
ん

を

卜ぼ
く

す
。

　

碑
は
詩
の
区
切
れ
を
無
視
し
て
お
り
、

読
み
づ
ら
い
。
下
に
博
士
の
訓
読
が
添
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
訓
読
に
読

み
仮
名
と
句
読
点
を
付
し
た
。
ど
ん
な
こ

と
を
言
っ
て
い
る
詩
か
。

　

桃
の
節
句
の
近
づ
く
あ
る
日
、
館
に
詩

友
を
招
い
て
詩
酒
の
宴
を
催
し
た
。
そ
れ

を
義
根
が
ホ
ス
ト
の
立
場
か
ら
詠
じ
て
い

る
。
棲
龍
閣
に
お
け
る
当
時
の
生
活
の
一

端
が
う
か
が
え
る
。
漢
字
を
ほ
ぐ
す
と
次

の
よ
う
な
意
味
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

題
。
上
巳
、
三
月
三
日
の
桃
の
節
句
が

近
づ
く
あ
る
日
、
詩
の
友
だ
ち
が
集
ま
っ

て
、
探た
ん

韻い
ん

（
※
）
を
楽
し
ん
だ
。

　

前
の
二
行
。
紅
い
桃
の
花
が
発
き
始

め
た
。
参
会
の
人
た
ち
は
春
霞
に
浮
か
れ

気
分
に
な
っ
て
い
る
。

　

次
の
二
行
。
寒
さ
が
和
ら
ぎ
、
村
人
は

豊
作
を
祈
る
お
は
ら
い
な
ど
、
耕
作
準
備

に
忙
し
く
、
私
も
京
の
習
慣
に
習
っ
て
み

そ
ぎ
を
し
た
り
、
会
の
準
備
を
し
た
り
で

忙
し
か
っ
た
。

　

次
の
二
行
。
私
は
こ
の
棲
龍
閣
で
拙

い
な
が
ら
詩
の
勉
強
を
し
て
い
る
が
、
今

日
は
立
派
な
詩
人
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
で

き
て
う
れ
し
い
こ
と
だ
。

　

最
後
の
二
行
。
平
生
は
詩
の
勉
強
の

お
つ
き
あ
い
で
あ
る
が
、
今
宵
は
お
酒
な

ど
酌
み
交
わ
し
て
楽
し
い
会
に
な

っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
。

　

義
根
に
は
島
津
華
山
と
い
う

師
匠
が
つ
い
て
い
た
。
義
根
の
才

を
認
め
た
父
親
が
京
か
ら
招
い
た

先
生
で
あ
る
。
華
山
25
歳
、
義
根

16
歳
で
あ
っ
た
と
い
う
。
碑
中
の

詩
は
義
根
30
歳
代
の
作
で
あ
る

と
竹
治
博
士
は
推
察
さ
れ
て
い

る
。
華
山
、
義
根
を
中
心
に
、
棲

龍
閣
は
江
戸
後
期
の
阿
南
の
地

の
漢
詩
文
化
の
一
大
拠
点
に
な

っ
て
い
た
。
詩
集
の
刊
行
は
義

根
公
、
京
へ
退
去
の
約
20
年
前
で
あ
り
、

所
載
の
２
１
９
首
は
、「（
館
に
お
け
る
）

平
穏
幸
福
で
あ
っ
た
前
半
生
を
そ
の
ま
ま

反
映
す
る
も
の
で
あ
る
。」
と
竹
治
先
生

は
「
訳
注
棲
龍
閣
詩
集
」
の
「
緒
言
」
の

中
で
書
い
て
お
ら
れ
る
。
私
の
訳
は
先
生

の
訳
注
を
参
考
に
し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん

ど
私
の
勝
手
な
解
釈
で
あ
る
。

　
（
※
）�

詩
会
で
出
席
者
全
員
が
即
席
で
詩
を
作
る

と
き
の
、
少
し
ス
リ
ル
を
味
わ
う
遊
び
方



定期イベントはホームページのイベントスケジュールをご覧ください。
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科学センター ☎42-1600  http：//ananscience.jp/science/

２月の休館日　６日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪

今回のテーマ　「日本の恐竜と勝浦の恐竜」
講師　荻野慎諧(博士／勝浦町参与)
日時　2月23日㈷　13：30～14：30
内容　�日本の恐竜と勝浦町の恐竜について最新の情報を伝

えるとともに、実物大の骨格模型をつかって、生き物
としての恐竜の解説を行います。

対象　どなたでも
料金　無料
定員　50人程度（先着順）
申込方法　2月5日㈰　9：30～
　　　　　電話またはホームページからお申し込みください。

●かんたん！わくわく工作かんたん！わくわく工作

おもしろ科学実験 プラネタリウム 天体観望会など

●第3回あなん天文自然講座第3回あなん天文自然講座

冬の代表的な星座オリオン座の近くには、ばら星雲と呼ばれる天体があ
ります。写真に撮ると赤くバラの花のような形をした美しい星雲が姿を現
します。さらに、星雲の中央部には若い星の集まり「散開星団」も見つけ
ることができます。ばら星雲は主に水素ガスで形成され、このガスは星を
作る材料にもなり、中央の星団はばら星雲で誕生したと考えられていま
す。ばら星雲の輝きはとても淡いので、望遠鏡でも見ることは難しいです
が、中央の星団は小型の望遠鏡でも観察がしやすい対象です。当館の観
望会でご案内することもあるので、ぜひ遊びにいらしてください。
� （今村和義・著）

第15回 あなん星空コラム第15回 あなん星空コラム

科学センター informationinformation

幼児から参加できる楽しい工作会を行います！
時間　①10：00～　②11：00～　③13：00～
　　　④14：00～　⑤15：00～
定員　1回10人程度（先着順）
※申込不要（当日、窓口でチケットをお求めください。）

【恐竜の卵を作ろう】　
アルミホイルで、おもしろい動きをする卵を作って楽しみましょう。
開催日　2月11日㈷　　料金　1つ50円

【CDゴマを作ろう】　
CDとビー玉を使って、いろんな模様のよくまわるコマを作ろう。
開催日　2月23日㈷　　料金　1つ100円

新型コロナウイルス感染症の影響により、上記の情報が変更となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

ばら星雲（撮影：科学センター）ばら星雲（撮影：科学センター）

有料・当日窓口

■講師プロフィール
山梨県出身。博士
（古生物学）。鹿
児島大学大学院修
了。大学・研究所
等を経て、恐竜を
いかしたまちづくり
を行っている。専
門は新生代の哺乳
類化石。「古生物
学者、妖怪を掘る」
（NHK 出版新書）
などの著書がある。
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巡回日 巡　回　場　所 時　　　間
21日 ㈫ 福 寿 荘 10：30～11：00

山 口 分 館 14：00～14：30
22日 ㈬ 長 生 公 民 館 13：40～14：10

上 中 セ ブ ン 前 14：30～15：00
24日 ㈮ 橘 防 災 公 園 入 口 14：00～14：30

橘 団 地 14：40～15：10
津 乃 峰 保 育 所 15：20～15：50

※雨天の場合は日程を変更することがあります。
問い合わせ　那賀川図書館　☎42 ｰ 3111

移動図書館車 「ひまわり号」　２月の巡回日程

新型コロナウイルス感染症の影響により、上記の情報が変更となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。

   巡回日 巡　回　場　所 時　　　間
２日 ㈭ 大 潟 分 館 14：00～14：30

見 能 林 公 民 館 14：50～15：20
３日 ㈮ 阿 南 荘 14：30～15：00
９日 ㈭ キッチンマル シェ椿 11：00～11：30

椿 泊 漁 協 11：40～12：00
10日 ㈮ 桑野コミュニティセンター 14：20～14：50
12日 ㈰ 市 役 所 正 面 玄 関 前 11：00～11：30
15日 ㈬ 大 野 公 民 館 14：30～15：00
16日 ㈭ 新 野 公 民 館 13：50～14：20
17日 ㈮ 福 井 公 民 館 10：50～11：20

那賀川図書館
☆おはなし会・おはなしのポケット主催
　（毎週日曜日）　11：00～
　場所：おはなしコーナー
◎学生ボランティアによるピアノ演奏
　（毎週土曜日）　10：00～【約10分間】
◆阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業
　※２月はお休みです。

羽ノ浦図書館
☆おはなし会・こすもすおはなし会主催
　（毎週土曜日）　14：00～

図書館カウンター
☆�おはなしひろば・ひまわり主催
　（毎週日曜日）　10：30〜
　場所：市役所市民交流ロビー
★ぴよちゃんくらぶ
　赤ちゃん（０～３歳）のためのおはなし会
　（第１〜第４木曜日）　10：30～
　場所：ひまわり会館

☎ 23-2020

☎ 42-3111
FAX 42-3299

☎ 44-2100
FAX 44-2099

阿南市立図書館で所蔵している雑誌のうち保存期限の過ぎ
たものを、抽選でご提供します。皆さまのご応募をお待ち
しています。

応募期間　１月 28日㈯〜 2月 10日㈮
応募方法　�チラシの申込書に記入して応募箱に入れてくだ

さい。（ファクス可）
　　　　　１人１タイトルに限ります。
対象雑誌　95タイトル（令和元年１月〜 12月分）
お渡し期間　２月 15日㈬〜 26日㈰
　　　　　　�当選された方には那賀川・羽ノ浦図書館（お

渡しする館）より電話連絡をします。

雑誌リサイクル開催雑誌リサイクル開催

2 月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

那賀川図書館
10:00 ～ 18:00

◎ ☆ 休 休 ☆ 休 ◎ ☆ 休 休 ◎ ☆ 休 休

羽ノ浦図書館
10:00 ～ 18:00

☆ 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休 ☆ 休 休

図書館カウンター
9:00 ～ 18:00
土日は17:00まで

★ ☆ 休 ★ 休 ☆ 休 ★ ☆ 休 休 ☆ 休

カレンダー中のマーク　休…休館日　☆…おはなし会　★…ぴよちゃんくらぶ　◎…ボランティアピアノ演奏

問い合わせ　那賀川図書館　☎ 42‒3111

※�詳しくは、図書館窓口に備え付
けのチラシまたは図書館ホーム
ページをご覧ください。
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麻しん風しん混合予防接種は
済んでいますか

次の年齢の方は無料で接種することがで
きます。

【第１期】
1歳の誕生日～2歳の誕生日前日まで

【第２期】
平成28年4月2日～平成29年4月1日生ま
れの方は、令和5年3月31日まで

※�対象の方へは予診票をお送りしていま
す。紛失された方は再発行しますので、
母子健康手帳を持って保健センターへ
お越しください。

お酒で悩んでいませんか
巻き込まれていませんか
一度、相談・例会の見学に

来てみませんか
阿南市内の例会・相談会

日程　▶2月8日㈬　  18：30～20：30
　　　　　　　　　  羽ノ浦公民館
　　　▶2月10日㈮　18：00～20：00
　　　　　　　　　  ひまわり会館
　　　▶2月24日㈮　18：00～20：00
　　　　　　　　　  ひまわり会館
今月のテーマ　「体験談を語ろう」
※県内他会場でも実施しています。
問 NPO法人　徳島県断酒会事務局
　 ☎088－641－0737

令和４年度　高齢者の
肺炎球菌感染症予防接種の
接種期限が近づいています

接種対象者　�令和4年度中に、65歳、70
歳、75歳、80歳、85歳、90
歳、95歳、100歳になる方

ただし、過去にこの予防接種を受けたこと
がある方は対象外です。
実施期間　令和5年3月31日まで
接種費用　4,000円（生活保護を受給さ
　　　　　れている方は無料）
持参物　�接種費用と予診票をお持ちの

上、医療機関へ予約をし、受けて
ください。

※�令和4年度中に65歳になる方へは予診
票をお送りしています。それ以外の年齢
の方で接種を希望される方は、保健セン
ターで申請をしてください。

〈完全予約制〉阿波踊り体操教室

日時　2月28日㈫
　　　10：00～11：00（受付9：30～）
場所　健康づくりセンター2階　健康広場 
講師　あなん阿波踊り体操愛好会
対象　運動制限のない方
　　　（年齢制限なし）
定員　15人（先着順）
参加費　無料
持参物�　飲み物、タオル、マスク着用、
　　　　健康手帳（お持ちの方）
※�事前にご予約ください。開始前に健康

チェックをします。風邪様症状等がある
方は参加を控えてください。キャンセル
の電話は当日までにお願いします。

医療機関での子宮頸がん・
乳がん検診

次の検診を診療時間内において3月末ま
で無料で受診することができます。

■子宮頸がん検診 （2年に1回）
場所　▶阿南医療センター
　　　　（要予約　☎28－7777）
　　　▶木下産婦人科内科医院
　　　　（☎23－3600）　※木、土曜日
　　　　のみ電話で問い合わせ
　　　▶森本内科胃腸科
　　　　（要予約　☎23－1002）
対象　20歳以上の女性の方
費用　無料
 
■�HPV検査無料受診券の有効期限は３

月末まで（令和３年度に子宮頸がん検
診を受けた方も可）

HPV検査は子宮頸がんの原因となるウイ
ルスに感染しているかを調べる検査です。
以下の対象者の方には令和4年6月末頃
に無料受診券を郵送しています。子宮頸
がん検診と同時に実施しますので、今年
度子宮頸がん検診をまだ受けていない方
は受診の際にお持ちください。
対象　今年度31歳、36歳、41歳の女性
※�無料受診券を紛失した方は、再発行で

きますのでお問い合わせください。

■乳がん検診（2年に1回）
場所　▶阿南医療センター
　　　　（要予約　☎28－7777）
　　　▶岩城クリニック
　　　　（要予約　☎23－5858）
対象　40歳以上の女性の方
費用　無料

【子宮頸がん検診・乳がん検診共通項目】
★�市外指定医療機関で子宮頸がん・乳

がん検診を受診できます。
★�市外指定医療機関名は、市ホームペー

ジ「令和4年度がん等の検診」内の「県
内子宮頸がん・乳がん検診実施機関

（PDF）」をご覧ください。または保健セ
ンターまでお問い合わせください。

　右の2次元コードからも
　ご確認いただけます。

　�また市外指定医療機関
へ受診する前に、保健センターへがん検
診の受診券をお持ちの上、必ず検診票
を取りにお越しください。

◆検診時にお持ちいただくもの
　�検診票、がん検診等受診券（令和4年6

月末に郵送済み）、健康保険等被保険
者証

健康健康いきいきいきいき情報情報

＋＋  献血にご協力ください（２月）
実施日 採血場所 所在地 採血時間

22日㈬ 阿南市役所 富岡町 10：00〜16：00

※400㎖献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。
問 徳島県赤十字血液センター
　 ☎088－631－3200

集団の胃・肺・大腸がん検診

日時　2月27日㈪　8：30～11：30
場所　健康づくりセンター
内容　胃がん、肺がん、大腸がん検診
※�完全予約制で人数制限があります。当

日受付はできません。総合健診センター
（☎088－678－3557）へ2週間前まで
にご予約ください。

子宮頸がん・乳がん検診の無料
クーポン券の有効期限は２月末
まで（令和３年度受けた方も可）

対象者の方には令和4年6月末頃に無料
クーポン券を郵送しています。受診の際に
お持ちください。
対象　★子宮頸がん検診無料クーポン
　　　　対象　令和4年度21歳の女性
　　　★乳がん検診無料クーポン
　　　　対象　令和4年度41歳の女性
※�クーポン券を紛失した方は、再発行でき

ますのでお問い合わせください。

今年度最終です！



　　   地域子育て支援センター
お子さんの健やかな成長を願い、無料で施
設を開放して育児支援を行っています。

●�新型コロナウイルス感染症対策として9：00
～12：00での予約制となっています。詳細
等は各子育て支援センターまでお問い合わ
せください。

★�2月23日㈭は祝日のためお休みです。

すまいるひろば　☎22－8099
宝田こどもセンター　平日9：00～12：00

2日㈭　　　　　  豆まきごっこ
6日㈪～9日㈭　    絵本の読み聞かせ会
13日㈪～16日㈭　スタンプ遊びをしよう！
20日㈪～21日㈫　身体計測
27日㈪～28日㈫　おひなさまを作ろう
※毎週水曜日は行事の代わりに園庭開放
　（10：30～11：10）をします。
※毎週金曜日は、行事はありません。

ふれあいひろば　☎28－1725
橘こどもセンター　平日9：00～12：00

1日㈬～3日㈮　　 身体計測をしよう
7日㈫～10日㈮　  ハートのカードを作ろう♡
14日㈫～17日㈮　おはなしだいすき
21日㈫～28日㈫　新聞紙遊びをしよう
※毎週月曜日は、行事はありません。

ひだまりひろば　☎36－2241
新野こどもセンター　平日9：00～12：00

1日㈬～3日㈮　　 節分ごっこ
6日㈪～10日㈮　  おはなしなーに？
13日㈪～17日㈮　身体計測
20日㈪～28日㈫　おひなさまを作ろう

にこにこひろば　☎42－0720
今津こどもセンター　平日9：00～12：00

1日㈬～3日㈮　　 鬼のお面を作ろう
6日㈪～10日㈮　  絵本の読み聞かせ
13日㈪～17日㈮　作って遊ぼう
20日㈪～24日㈮　身体計測
27日㈪～3月3日㈮　おひなさまを作ろう

なかよしひろば　☎21－2002
平島こどもセンター　平日9：00～12：00

1日㈬～3日㈮　　 鬼と遊ぼう
7日㈫～10日㈮　  ソフト積木で遊ぼう　　
14日㈫～17日㈮　身体計測
21日㈫～28日㈫　マグネットで遊ぼう
※�毎週月曜日は、行事はありません。

みんなのひろば　☎44－5059
岩脇こどもセンター　平日9：00～12：00

1日㈬～3日㈮　　 豆まきをしよう
6日㈪～10日㈮　  おおきくなったかな
13日㈪～17日㈮　おひなさまを作ろう
20日㈪～24日㈮　おはなしを聞こう
27日㈪～28日㈫　おひなさま会　
※毎日11：00～お話タイムです。

つどいの広場・すくすくin阿南
子育て相談や
子どもと保護者
間の交流の場
です。ぜひお越
しください。
時間　
　9：30～11：30
日程　 8日㈬　桑野公民館
　　　15日㈬　加茂谷公民館
　　　22日㈬　福井公民館
※ひまわり会館すこやかルームは
　�3日㈮、7日㈫、10日㈮、14日㈫、21日㈫、

24日㈮
問 こども課　☎22－1593

おひさまひろば
平日 9：00～12：00　13：00～16：00

1日㈬～3日㈮
　豆まきあそび 
14日㈫
　英語であそぼう
15日㈬
　お誕生会
20日㈪～24日㈮
　発育計測
20日㈪～28日㈫　おひなさま作り　
24日㈮　おはなしコロリン
問 阿南市子育て家庭支援センター
　 羽ノ浦町明見295番地1　☎44－2205

家庭児童相談、児童虐待相談
主に18歳未満の児童を対象に心身の発達に
関すること、家庭での教育問題、学校生活で
の心配事、児童虐待に関することなどの相談
専用電話を開設しています。
直通電話　☎22－0765
受付日時　月～金曜日（祝日を除く）
　　　　　9：00～16：00　
問 こども相談室　☎22－1677

阿南ファミリー・サポート・センター
●会員講習会（1講座から受講可）
提供会員が安心してサポートするための必要
な知識や技術を習得できます。子育てのヒント
がたくさんあるので、子育て中の方にもおすす
めです。
日程　�2月3日㈮、9日㈭、10日㈮、15日㈬、

16日㈭、17日㈮、22日㈬
場所　ひまわり会館
受講費　無料
※要申込（無料託児あり）
※時間、内容はお問い合わせください。

●つくるんｄａｙ「自家製味噌をつくろう！」
容器に入れて持ち帰り、秋に食べよう♪
日時　2月1日㈬　13：00～14：30
場所　ひまわり会館
材料費　1,000円
定員　10人
　　　※要申込
持参物　エプロン
問 �阿南ファミリー・サポート・センター
　 ☎24－5550
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― 「よのなかを生き抜くために」 ―

　高濱正伸さん著の「よのなかルール
ブック」という本に出会いました。この
本には、現代の厳しい時代を生き抜く
子どもたちへのメッセージとして 50 の
ルールが書かれています。その中のいく
つかを紹介します。
◆話を聞くときは、ことばではなく、
　相手の心にこそ耳をすます。

（人は、すべてをことばにできるわけじゃ
ない。ことばだけで判断せず、相手の心
をくみとれるようになろう。）
◆いいものにたくさんふれて
　「感じる心」をみがく。

（音楽、絵画、映画、小説…よのなかは
一流のものであふれている。「これが好
き！」というものを見つけたら、たくさ
んふれて、どんどん吸収する。）
◆あいさつは大きな声で、まっすぐに

（あいさつの力はすごい。どんなときだっ
て、自分も相手も明るい気持ちにしてく
れる。「たかがあいさつ」と思わずに、
相手の心にまっすぐ届けよう。）
◆人生の主役は自分自身。
　人生の進路は自分で決める。

（きみの人生は、きみだけのもの。ほか
のだれにも責任はとれない。だから、人
生という船の舵から、けっして手をはな
さないように。）
　50 のルールを読んでいると、親にとっ
ても響くものがあり、考えさせられます。
私も「自分もそうでありたい」、「態度で
示し、子どもに背中で伝えよう」と感じ
ました。　　　　　　　 　学校教育課

て育子 一言 メ モ

て育子 ひ ろば



市民の皆さまや各種団体から寄せられた情報です。市民
情報

ひろば ひろば 
の

デコ巻き寿しワークショップ
日時　3月12日㈰　10：00～11：30 （90分）
場所　ひまわり会館3階　グルメルーム
内容　�誰でもが簡単につくれる、かわいいデ

コ巻き寿し
講師　金村ます子さん　
対象　小学生とその親子
定員　10組（先着順）　
※定員になり次第締切
申込方法　�2次元コードを読み込み、必要事

項を入力してください。
参加費　1,500円（親子+子ども1人）
※子ども1人追加+500円
申込開始日　2月1日㈬　20：00～
問 �阿南商工会議所青年部事務局　
　 羽田　☎22－2301

貝谷峠越え遍路道を歩こう
峠の展望台から由岐の町並みや海が見わた
せます。
開催日　2月19日㈰
集合　�9：30
　　　福井公民館小野分館（元福井南小）
コース　�小野分館〜貝谷峠越え〜田井の浜

（昼食）〜由岐坂休憩所〜小野分館
（約11㎞）

※5㎞コースもあります。（昼食なし）
参加料　600円（会員300円）
持参物　�マスク、飲み物、弁当、健康保険証、

雨具、杖（必要な方）
問 �NPO法人徳島県ウオーキング協会
　 株木　☎44－3337

元気になろう会 
元気で長生きをするために大切な、呼吸法とツ
ボの癒しを共に学びませんか！
日時　2月7日㈫、12日㈰、23日㈷
　　　14：00～15：30
場所　ひまわり会館3階　ゆとりの間
参加費　無料　※毎月行っています。
※�動きやすい服装で、お気軽にお越しくださ

い。
問 �元気になろう会　☎090－1174－7457

工作教室「北欧飾りヒンメリ」
麦わらの装飾ヒンメリにチャレンジ。参加者に
は製作用の針をプレゼント。大人のみの参加
も大歓迎。要事前申込。
日時　2月23日㈷　13：00～14：30
場所　那賀町林業ビジネスセンター
材料費　400円
定員　6組(1組5人以下)　
※申込多数の場合は抽選
対象　�小学生以上(針と糸を問題なく扱える

方)
申込方法　電話でお申し込みください。
申込締切日　2月16日㈭
問 �川口ダム自然エネルギーミュージアム
　 ☎0884－62－2209

あわしまマルシェ 
とれたて魚介類から新鮮野菜やスイーツ、雑
貨。阿南の有名店も出店。お子さま向けには
ポップコーンや綿菓子も大好評。広々駐車場
完備しています。
日時　2月19日㈰　10：00～14：00
場所　淡島海岸横亀崎漁港
問 �あわしまマルシェ実行委員会
　 篠原　☎090－6284－1955

阿南
こども将棋教室
会員募集

初心者大歓迎です。駒の動かし方、ルールが
分からなくても講師が分かりやすく指導します。
将棋は青少年の論理的思考力、集中力、礼
儀作法を養い向上させます。ただいま会員募
集中です。お友達もたくさんできます。どうぶつ
将棋もできます。
日程　土曜日　10：00～12：00
場所　ひまわり会館3階　和室
対象　�4歳から高校生まで （こどもと一緒に習

ってみたい大人の方もお気軽にお問い
合わせください。）

※�日程、申込方法等、詳しくはお問い合わせく
ださい。

問 �日本将棋連盟普及指導員
　 ☎090－6888－5686

阿南市B&G海洋センター3月イベント

●ハワイアンダンス教室
日時　3月11日㈯　10：00～11：00
場所　うみてらす北の脇２階　研修室
参加費　500円
定員　15人
申込方法　電話での申し込み（先着順）
講師　わけべのりこフラスタジオ
　　　安室英子さん

●�ドローン体験会
日時　3月18日㈯　10：00～12：00
場所　うみてらす北の脇2階　研修室
参加費　無料　
定員　10組
申込方法　電話での申し込み（先着順）
講師　Boon Drone　坂本義則さん、
　　　�日亜化学工業ドローン部　松原裕生さ

ん

●�親子で体験！海辺のまなびや
　（海藻と海草の違いを見つけよう）
日時　3月26日㈰　13：00～15：30
場所　うみてらす北の脇２階　研修室
対象　小中学生とその保護者
参加費　500円
定員　10組
申込方法　電話での申し込み（先着順）
講師　�牟岐少年自然の家　海洋環境学習ア

ドバイザー　中島茂範さん
問 �スポーツ振興課　☎22－3394

「やまなみ遊歩道」を歩こう
開催日　2月26日㈰　※少雨決行
日程　9：30　羽ノ浦支所前集合
　　　やまなみ遊歩道〜香風台〜桜堤公園
　　　（昼食）〜安全道路〜羽ノ浦支所
　　　14：30予定（約10㎞）
※6㎞コースもあります（昼食なし）
参加料　300円（会員200円）
持参物　�飲み物、マスク、健康保険証、雨具、

弁当
問 羽っぴい歩こう会　西田　☎23－1585

「いただきます〜
みそをつくる
　　　こどもたち」
上映会　2DAYS 

日時
　①2月12日㈰　14：30～（受付14：00～）
　②2月13日㈪　9：30～（受付9：00～）
場所　文化会館2階　研修室1
参加費　1人500円（高校生以下無料）
※�参加費を頂いた方1人につき
　2合のお米をプレゼント

定員　各回100人
当日の流れ　①受付
　　　　　　②上映会（上映時間75分）
　　　　　　③感想シェア会（希望者のみ）
問 �くらうちかなこ 
　 e-mail:kanamama.sei@gmail.com

第19回チャリティー
パーティー「ダンスの集い」
日時　2月19日㈰
　　　12：30～15：30
場所　ひまわり会館　ふれあいホール
会費　1,000円
主催　国際ソロプチミスト阿南
※�今年の寄贈先は、小規模居宅児童養護施

設、遍路小屋建設委員会、車いす友の会、
富 岡 東 高 等 学 校 定 時 制 成 績 優 秀 者、
ABO60などの予定です。

※ABO60チアガールも出演します。
問 �マドンナダンスクラブ　吉田　☎27－0154

カイロプラクターによる
からだのゆがみとり運動教室

骨盤のゆがみを整えるため、楽しく一緒に運動
しましょう。
日時　2月22日㈬　10：00～11：30
場所　カイロプラクティック癒
　　　（才見町三本松2番地1）
定員　5人（先着順）
参加費　1,000円（用具貸出費含む）
持参物　動きやすい服装、タオル、飲み物
※事前予約をお願いします。
問 日本カイロプラクティック連合会
　 会員　橋本　☎090－5278－9359
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市民の情報ひろばへの掲載について　掲載を希望される方は、原稿と画像データを秘書広報課に電子メールでお送りください。

４月号の締め切りは２月28日㈫です。メールアドレス　hisho@anan.i-tokushima.jp

お知らせ
「未知フォーラム2022in阿南」
～未来へつなごう！道・ひと・地域～

をご覧ください  
四国はひとつ“阿波のみち”女性フォーラム実
行委員会では、2003年から「未来へつなごう！
道・ひと・地域」をスローガンに、女性の立場で

「みちづくり・ひとづくり・まちづくり」を考えるフォ
ーラムを毎年開催しています。「未知フォーラム
2022in阿南」（令和4年10月22日開催）およ
び過去のフォーラムは、YouTubeで視聴できま
すので、ぜひご覧ください。

四国はひとつ　道は8の字
四国の未来は無限大∞

YouTube 未知フォーラム 検索

問 �阿南商工会議所
　 ☎22－2301

初心者向けドローン体験会
シルバー人材センターでは空地管理などにド
ローン活用を研究しており、サークル活動にも
取り組んでいます。市内在住で60歳以上の方
を対象に、平日の午後に室内の操作体験会を
行いますのでご連絡ください。子ども向けミニ
ドローンを使用するので簡単操作コントローラ
ーの操作は脳トレにもなります。
※活動状況等はWebページ
　で確認してください。
※参加費無料
問 �阿南市シルバー人材
　 センター
　 ☎080－4035－2630

古着の回収ボックスを設置します
那賀高等学校では、ご家庭で不用になった衣
服を募り、気に入った衣服を持ち帰っていただ
く活動（服活）に取り組んでいます。着なくなっ
てしまった衣服をおゆずりください。
回収できるもの
◦サイズが０歳児用から大人用までの衣服
◦洗濯済のもの
◦シミや毛玉・破損のない状態の良い衣服
◦デザインが著しく古くない衣服
回収できないもの　靴下、下着、靴やバッグ
期間　2月１日㈬～3月24日㈮
　　　※最終日は12：00まで
場所　�市役所2階　中央階段の下（高層棟

側のエレベーターを降りて左）
問 �那賀高等学校エシカルクラブ
　 ☎0884－62－1151

遺言・相続・成年後見制度
無料相談会

日時　2月11日㈷　9：00～12：00
場所　ひまわり会館
内容　�遺言の書き方、エンディングノートとは

何か、相続の手続き、成年後見制度な
どに関する相談

問 �コスモス徳島　☎088－679－4440
　 ※土、日曜日は☎26－1157

若者の就労支援　出張相談会
働くことを希望している15～49歳の若者無業
者等およびその家族を対象とした就労に関す
る相談会を実施します。
日時　2月10日㈮　13：30～16：00
場所　ハローワーク阿南　会議室
※事前予約制
問 �とくしま地域若者サポートステーション
　 ☎088－602－0553

コロナ離職者再就職支援事業
合同企業説明会

正社員希望の求職者を対象に、合同企業説
明会を実施します。Webまたはお電話にてお
申し込みいただけます。
日時　2月19日㈰
　　　午前の部　10：30～12：30　
　　　午後の部　14：00～16：00
※午前と午後で参加企業を入れ替え。
場所　アスティとくしま1階　第2・3会議室
Web申し込み
問 �㈱穴吹カレッジサービス
　 ☎088－653－3179

2022年度保育魅力アップセミナー
保育士資格があるなしに関わらず、保育のお仕
事に興味がある方（一般・学生）向けの保育施
設等で必要となる知識や保育技術の研修です。
第1回　2月18日㈯　徳島文理大学
第2回　2月25日㈯　四国大学
第3回　3月 4日㈯　徳島文理大学
申込方法　電話または
　　　　　申込フォームから
問 〈徳島県委託機関〉
　 徳島県保育士・保育所
　 支援センター
　 ☎088－625－2040

楽らくパソコン教室中級講座
開催日　毎月第1、第3火曜日　
　　　　13：30～15：30
場所　富岡公民館　※要申込
講師　庄野政彦
参加費　1回600円
テキスト　Word2021応用（FOM出版）
※パソコンはあります。
※Word・Excel基礎講座あります。
問 庄野政彦　☎090－2780－3200

イベント
外国人による

日本語スピーチコンテスト
日時　2月19日㈰　14：00～
場所　文化会館　研修室
今年度は市人権啓発市民講座として開催しま
す。多くの市民に聴いていただけると、出場者
の「元気」に繋がります。ご来場をお待ちしてい
ます。
問 �阿南市国際交流協会事務局
 　川口　☎090－2823－7065

健康とくしま〝ウォーキング〟参加者募集
〝げんきに春を迎えよう〟

ノルディック・富岡の冬
あたらしい発見・ウォーク 

日時　2月19日㈰　9：15～12：15
集合場所　ひまわり会館　駐車場
参加費　500円（中学生以下無料）
スティックレンタル　1組300円
問 とくしまノルディック・ウォーク協会
 　☎090－3782－4325
 　FAX088－642－5003

かもだフリマルシェ第６回
日時　3月5日㈰　10：00～14：00
　　　※少雨決行
場所　船瀬海岸公園
内容　�フリーマーケット・物販、テイクアウトを

基本とする飲食、体験
出店者募集
募集出店数・料金
①�自動車ブース6店舗
　(1区画：6m×4m)・500円
②手荷物ブース20店舗(2m×2m)・200円
※出店数に達するまで当日まで受付。
問 �かもだマルシェ実行委員会事務局
　 （椿公民館内）　☎・FAX33－1232
　 mail：tubaki@kominkan-anan.jp

地元の自然体験活動
●「伊島を歩こう」
日時　2月18日㈯　12：30～15：45
集合場所　答島港
乗船料　各自負担
　　　　（子ども1,040円、大人2,060円）
●「蒲生田岬を歩こう」
日時　3月5日㈰　8：40～11：30
集合場所　船瀬海岸公園
〈共通事項〉
対象　�小学生、中学生、保護者、当会や活動

内容に興味がある方
持参物　�運動靴、長そで・長ズボン、防寒具、

帽子、手袋、軽食
※�申し込みが10人未満（子ども）の場合は、変

更または中止。（当日申込も可）
問 �椿ウォーキング部事務局（椿公民館内）
　 ☎・FAX 33－1232、090－7624－1835

新型コロナウイルス感染症の影響により、上記の情報が変更となる場合があります。詳しくはお問い合わせください。
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問い合わせ　かもだ岬温泉保養施設　☎21ー3030

かもだ岬温泉をかもだ岬温泉を
ご利用くださいご利用ください

今月の風呂の日
フ ロ

問い合わせ　野球のまち推進課  ☎22ー1297または
徳島ティーボール協議会事務局  ☎0883ー24ー6565

スポーツ総合センター
（温水プール）

6・13・20・27日

那賀川スポーツセンター 1・8・15・22日
羽ノ浦健康スポーツランド 6・13・20・27日        
JAアグリあなん運動公園 7・14・21・28日        

スポーツ施設　２月の休館日あぶない！ こんなに事故が

交通事故
件　　数
死　　者
負 傷 者

214 件
0人
17 人

（2,170）
（4）

（165）

救　　急 件　　数
搬送人員

376 件
343 人　

（3,692）
（3,466）

火　　災 件　　数 2件 （31）
●阿南署管内令和４年 12 月分。カッコ内は 1 月からの累計。

２月

26
一般入浴料
半額！

■展示コーナー　10：00～20：00
　※�各展示とも展示入れ替えのため、初日は12：00から
開始、最終日は12：00までに終了します。

　○水彩仲間の作品展� 1月31日㈫～2月12日㈰
　○祝プロ野球選手誕生　森山暁生投手展
� 14日㈫～26日㈰
　○陶器&セラミックアート� 28日㈫～3月12日㈰
■体験コーナー
　✿�ペーパーフラワーを作りましょう
　　25日㈯　13：00～
　　【申込締切日】23日㈭　　【参加費】600円　　
　　【定員】3人　　【持参物】なし
　✿つまみ細工で作るうさぎの雛人形
　　26日㈰　13：30～
　　【申込締切日】24日㈮　　【参加費】2,500円
　　【定員】５人　　【持参物】手芸用はさみ
　　　　　　　　　　　　  （布が切れるもの）
展示会・体験会　開催希望者募集中

申し込み・問い合わせ
光のまちステーションプラザ　☎24ー3141 問い合わせ　教育総務課　☎22ー3299

12月定例会（12月22日開催）で、次の内容につ
いて審議し、承認されました。

●教育長報告
　①�まちづくりシンポジウム～まちづくりが照らす未
来の可能性～について

　②�阿南市役所本庁舎防火・防災総合訓練について
　③�第71回学校ダンス発表会について
　④EdTech活用推進事業について
　⑤�市中統一大会並びに令和３・４年度市教育委員
会指定学力向上（GIGA）研究発表会について

　⑥�人権フェスティバル（同時開催　ふれあいのまち
づくりフェア）について

　⑦市議会12月定例会について
　⑧徳島駅伝阿南市選手団結団式について
　⑨�第51回阿南市文化祭・第61回阿南市春季美術
展優秀作品表彰式について

●�放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正について
●�令和５年阿南市二十歳の成人式について
●�第69回徳島駅伝について
●�学校給食費に関する条例施行規則の一部改正に
ついて
●�科学センター運営委員会の報告について
●�市議会12月定例会の質問及び答弁等について
    ※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。

TTA 初級（特別）公認指導者
認定講習会　参加者募集
ティーボールの基礎理論（ルールを含む）や基本的な
実技指導法・審判法を理解、習得して、真にティーボ
ールの楽しさ、おもしろさを伝えることができる指導
者を養成するため講習会を開催します。
主催　�NPO法人日本ティーボール協会
日時　２月12日㈰　9：00〜16:00  （受付8：30～）
場所　�（受付）あななんアリーナ会議室、
　　　ＪＡアグリあなんスタジアム
内容　講義、実習、認定試験
定員　50人程度（先着順）
参加費　5,000円（高校生・学生3,000円）
　　　　※受講料、教材費、認定・登録料含む
申込締切日　2月３日㈮
※申込方法等、詳しくはお問い合わせください。

かもだ岬温泉は県内屈指のかもだ岬温泉は県内屈指の
天然温泉です。天然温泉です。
ゆったりとおくつろぎください。ゆったりとおくつろぎください。

２月の休館日
6日㈪、13日㈪、
20日㈪、21日㈫、
22日㈬、27日㈪

教育委員会定例会だより

光のまち ステーションプラザ ２月の催し
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2月の相談
軽症でも急いで治療の必要がある場合、次の医療機関で受診できます。

●休日昼間　9：00～17：00

防災行政無線からの放送内容を電話で確認することが
できます。通話料は利用者の負担になります。

２月の夜間・休日診療

防災行政無線の自動電話応答サービス   ☎28-9000

※必ず事前に当番医療機関に電話で確認してから受診してください。
　当日変更する場合があります。

●夜間（毎日）の当番 18：00～22：00（日曜祝日は17：00～）
　当番医療機関の問い合わせは
　阿南市消防本部　☎22ｰ1120
　音声案内　☎22ｰ9999まで
　または阿南市医師会ホームページをご覧ください。
※阿南市夜間休日診療所は健康づくりセンター内にあります。

●小児救急医療体制
　�受入日や時間帯は徳島県ホームページ「医療とくしま」
にてご確認ください。

■ �固定資産税（１期、全期）、軽自動車税種別割
の口座振替をご希望の方は、３月６日㈪までに指
定金融機関の窓口へお申し込みください。

２月の延長・日曜窓口
市税の納付および分納等の納税相談を受け付けて
います。
※�課税内容のご相談については、平日開庁時間内に
対応しています。

延長窓口　15日㈬　17：15～19：15
正面玄関からお越しください。

日曜窓口　26日㈰　8：30～17：00　
東玄関からお越しください。

問い合わせ　税務課納税係　☎ 22-1792

１日㈬、15日㈬　17：15～18：15
●�住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄本、身
分証明書、所得証明書、所得課税証明書、市・県民
税公課証明書、軽自動車税納税証明書の交付

（※時間延長時は、住民異動・印鑑登録・申告等は行っていません。） 
問い合わせ　市民生活課　☎ 22-1116

納期限	 ⃝期別納付の第3期　2月28日㈫ 
問い合わせ　下水道課　☎ 22-1796

日 医 療 機 関 名 所在地 問い合わせ
５日 玉真病院 宝 田 町 ☎ 23―0551
11日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎ 28―6200
12日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎ 28―6200
19日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎ 28―6200
23日 古川小児科内科医院 領 家 町 ☎ 23―3306
26日 阿南市夜間休日診療所 宝 田 町 ☎ 28―6200

２月の市税

２月の平日延長窓口

公共下水道受益者負担金

弁護士による法律相談（要予約）� ２日㈭、16日㈭
 13：30～ 16：30　  市役所１階　相談室
 １カ月前から　  市民生活課　☎ 22―1116

※内容により、お受けできない場合があります。

行政相談委員による行政相談� 14日㈫、28日㈫
 9：30～11：30　  市役所２階
 市民生活課　☎ 22―1116

司法書士による法律相談（要予約）� 17日㈮ 
 14：00～ 16：00　  ひまわり会館
 徳島県司法書士会　☎088―657―7191（相談予約電話）

※１人 30分まで。

消費生活相談（来所時は要電話）� 平日
 9：30～ 16：30　  市役所２階
 消費生活センター　☎ 24―3251

特設人権相談 � ８日㈬
 13：30～ 16：00　  新野公民館、羽ノ浦公民館
 人権・男女共同参画課　☎ 22―3094

人権相談 � 17日㈮
 13：30～ 16：00　  ひまわり会館 
 人権・男女共同参画課　☎ 22―3094

女性のための生き方なんでも相談（要予約）
 ７・21日　  10：00～ 17：00
 10・14・24・28日　  10：00～ 16：00
 18日　  10：00～15：00（オンライン・電話）
 市役所５階　相談室　  随時
 相談予約電話（人権・男女共同参画課）  ☎22―0361

年金相談（要予約） � 今月の相談日はありません
 9：30～ 15：30　  市商工業振興センター
 １カ月前から電話による完全予約制
 徳島南年金事務所　☎ 088―652―1511

※３月の相談日は２日㈭です。

心配ごと相談 � 6日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪
 10：00～ 15：00 　  ひまわり会館１階
 社会福祉協議会　☎ 23―7288

空き家・空土地有効活用相談会（要予約）�14日㈫
 10：00～12：00 　  市役所2階　市民交流ロビー
 10日㈮までに
 徳島県宅地建物取引業協会阿南・海部支部　☎ 24―9981
　 または住宅課　☎ 22―3431

中小企業の経営相談会（要予約）� 16日㈭
 10：00～ 16：30　  市役所 2階　208会議室
 前日までに徳島県よろず支援拠点へ
 徳島県よろず支援拠点　☎ 088―676―4625
または商工政策課　☎ 22―3290

 開催日 　  時間 　  場所 　  予約受付 　  問い合わせ先
※新型コロナウイルス感染症の影響により中止になる場合があります。 
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207会議室（14日）
204会議室（28日）
※１人20分まで。
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まちを美しく　ANAN SDGs FORUM開催
　令和4年12月17日、富岡西、阿南光高校生徒が主催するANAN 
SDGs FORUMが開催され、約50人が参加しました。清掃活動を
行ったほか、不法投棄をなくすための方法などを話し合いました。

伝統芸能の継承　阿南で公演付き上映　
　大藏流狂言の大藏基誠さん、康誠さん親子が主演する伝統芸能
の継承について考える「映画×狂言×事業承継トークセッション」が
令和4年12月17日、情報文化センターで開催されました。

社会インフラ整備に 日亜化学工業㈱様から寄附
　日亜化学工業㈱代表取締役社長 小川裕義様から、阿南市に対
して金4億円をご寄贈いただきました。寄附金は、四国横断自動車
道に関係する市道の整備のため活用させていただきます。

飛躍の年に　阿南駅で干支の引継式
　令和4年12月28日、一年の感謝と新しい年に願いを託す「干支
の引継式」がＪＲ阿南駅で行われました。富岡保育所園児13人がお
礼・お願いの言葉を新旧干支のトラとウサギへ伝えました。

徳島駅伝が帰ってきた
次につなぐ4位入賞
　第69回徳島駅伝が1月4日、5日に行われ
ました。今大会は、3年ぶりに阿南市を通る南
方コースが復活。阿南市チームは、初日を4
位で折り返すと、最終日、一時は2位につける
走りを見せ、最後まで諦めずに襷をつなぎ、
総合4位、女子総合6位、中学生総合4位を獲
得しました。また、最優秀選手賞を19区区間
新の生田琉海選手（東京国際大学）、新人賞
を西田　華選手（羽ノ浦中学校）が獲得しまし
た。
　解団式で監督の和渕孝行さんは、「選手は
1秒を諦めることなく走りました。良い結果が
残せるよう引き続き精進します。ご支援、ご
協力よろしくお願いします」と次回への意気
込みを語りました。（写真は、山口小学校前）

2022年度プロ野球日本シリーズで最高殊勲選手となったオリッ
クス・バファローズの杉本裕太郎選手（中林町出身）による少年野
球教室が1月4日、JAアグリあなんスタジアムで開催されました。
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